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ー
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０
２
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第５回第５回

M８+ A
Ｃ：福島 大智(経済４・石山)
Ｓ：加木 康平(社４・夕陽丘)
７：神田 成仁(経済２・徳山)
６：松川 知生(経済２・同志社国際)
５：長谷部 正也(法４・長良)
４：三木 貴博(経済４・同志社国際)
３：上畠 勇太郎(文２・鹿児島)
２：橋本 健太郎(法４・奈良)
Ｂ：高木 栄次(法３・高松西)

2020.9

2020.10

戦 

績
ハ
イ
ラ
イ
ト

レースNo.16　予選２組　11：24発艇

❶

❷

❸

大阪大学

神戸大学

同志社大学A

6:20.63

6:30.18

6:54.78

4

2

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.38　予選２組　14：54発艇

❶

❷

❸

❹

大阪大学

関西大学

大阪工業大学 重吹

同志社大学A

6:33.53

6:35.59

6:58.61

7:17.69

4

5

2

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.44　B決勝  11:40発艇

❶

❷

❸

同志社大学B 

大阪工業大学 重吹

同志社大学A

6:03.48

6:13.28

6:19.69

3

4

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

西
日
本
選
手
権
大
会

西
日
本
選
手
権
大
会

　
西
日
本
選
手
権
の
結
果
と
し
ま
し
て
は
7
艇

中
7
位
と
い
う
不
甲
斐
な
い
も
の
で
し
た
。

　
レ
ー
ト
が
維
持
で
き
な
い
、艇
速
が
維
持
で
き

な
い
。こ
の
よ
う
に
体
力
、
技
術
と
も
に
未
熟
で

し
た
。   　
　
　
　
　
　
　
　

  （
長
谷
部 

正
也
）

M８+ B
Ｃ：細川 奈央(政３・関西大倉)
Ｓ：高本 正之甫(法４・高槻)
７：竹内 努(スポ健４・松本第一)
６：磯本 迅汰(社２・平城)
５：三沢 康太郎(法２・佐野日本大学)
４：大賀 拓人(理工３・同志社香里)
３：神垣 忠政(経２・桃山学院)
２：涌羅 陽介(商４・星陵)
Ｂ：市川 巧真(社３・千種)

レースNo.37　予選１組　14：49発艇

❶

❷

❸

大阪市立大学 鶯花

神戸大学

同志社大学B

6:37.35

6:39.54

6:45.60

4

3

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.15　予選１組　11：19発艇

❶

❷

❸

❹

大阪市立大学 鶯花

関西大学

同志社大学B

大阪工業大学 重吹

6:17.56

6:23.59

6:32.98

6:45.69

4

5

2

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.44　B決勝  11:40発艇

❶

❷

❸

同志社大学B 

大阪工業大学 重吹

同志社大学A

6:03.48

6:13.28

6:19.69

3

4

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
時
間
が
な
い
中
で
挑
ん
だ
2
0
0
0
m
レ
ー
ス
は
、
か
な

り
不
甲
斐
な
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
キ
ャ
ッ
チ
の
精
度
と
、
フ
ォ

ワ
ー
ド
で
の
統
一
感
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。イ
ン
カ
レ
も
間

近
に
控
え
て
い
ま
す
が
、
細
か
い
と
こ
ろ
に
も
拘
っ
て
艇
速

を
上
げ
て
い
き
ま
す
。                        （
高
本 

正
之
甫
）

5位

７位

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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2
回
生
に
と
っ
て
は
初
の
2
0
0
0
m
レ
ー
ス
で

し
た
。コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
悪
く
、リ
ズ
ム
感
の
ズ
レ

や
漕
ぎ
の
課
題
が
出
て
、う
ま
く
い
か
な
い
レ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
が
、決
勝
で
は
安
定
感
の
あ
る
漕
ぎ
が
で

き
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
、イ
ン
カ
レ

優
勝
に
向
け
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
な
の
で
、イ
ン

カ
レ
ま
で
課
題
の
克
服
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。ご
声

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　　

  （
山
田 

倭
正
）

　
今
回
の
レ
ー
ス
は
3
本
と
も
自
分
た
ち
が
瀬
田
川
で

や
っ
て
き
た
漕
ぎ
を
発
揮
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

3
本
と
も
自
分
た
ち
の
実
力
不
足
を
痛
感
す
る
レ
ー
ス
展

開
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
対
校
ク
ル
ー
や
他
大
学
に
及
ば
な

い
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
た
。普
段
の
練
習
の
１
本
を

も
っ
と
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。                     

                                                  （
遠
藤 

寛
昌
）

S：遠藤 寛昌（スポ健２・広島観音）
３：西出 捷人（理工３・同志社）
２：井本 太（文３・筑紫丘）
Ｂ：本宮 秀梧（法４・多摩大学付属聖ヶ丘）

M4x A

レースNo.22　予選３組　11：54発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学B

京都大学

瀬田漕艇倶楽部

大阪市立大学 勇

同志社大学A

7:00.79

7:09.52

7:10.64

7:21.12

7:28.51

５

１

３

４

２

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.43　予選２組　15：19発艇

❶

❷

❸

❹

❺

大阪府立大学 鷹輝

瀬田漕艇倶楽部

同志社大学A

大阪大学B

岡山大学B「桃太郎 ‘02」

7:21.96

7:36.65

7:43.53

7:49.33

8:49.94

５

１

4

3

２

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.53　C決勝　11:04発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学A

大阪大学C

大阪市立大学紅覇

大阪工業大学 Pegasus

岡山大学B「桃太郎 ‘02」

6:49.05

7:01.76

7:02.30

7:21.14

7:28.33

3

4

2

1

5

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.22　予選３組　11：54発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学B

京都大学

瀬田漕艇倶楽部

大阪市立大学 勇

同志社大学A

7:00.79

7:09.52

7:10.64

7:21.12

7:28.51

５

１

３

４

２

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.42　予選1組　15：14発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

同志社大学B

京都大学

大阪大学A

岡山大学A 「六花」

関西大学

大阪市立大学 紅覇

7:14.58

7:22.64

7:27.99

7:37.29

7:50.56

8:08.31

６

５

４

２

３

１

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.63　A決勝　12：30発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

同志社大学B

京都大学

大阪府立大学鷹輝

大阪大学A

名古屋大学

滋賀大学

6:30.14

6:35.09

6:35.80

6:46.07

6:48.30

7:01.20

3

２

４

５

１

６

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
１
本
目
は
逆
風
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
序
盤
か
ら
終
盤
ま

で
風
に
煽
ら
れ
な
が
ら
バ
タ
バ
タ
す
る
漕
ぎ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。２
本
目
も
逆
風
で
、
重
心
を
低
く
漕
ぐ
よ
う
に
ク

ル
ー
で
意
識
し
た
ら
１
本
目
よ
り
も
楽
で
、
崩
れ
る
こ
と
な

く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。３
本
目
は
順
風
。ス
タ
ー
ト
か
ら

飛
び
出
し
、
毎
ス
ト
ロ
ー
ク
漕
ぐ
た
び
に
ぐ
ん
ぐ
ん
突
き
放

す
レ
ー
ス
が
で
き
た
。比
較
的
レ
ー
ス
経
験
が
浅
い
ク
ル
ー

で
こ
の
よ
う
な
レ
ー
ス
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
い
収
穫
だ
と

考
え
る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

             （
小
島 

佑
太
）

M４＋ A
C：山本 歩武（法２・育徳館）
S：小島 佑太（商３・熊本学園大学付属）
3：竹山 亮太（グロ地３・咲くやこの花）
2：片山 夏貴（政２・追手門学院）
Ｂ：永松 サムエル（経済２・暁星）

M４＋ B
C：白水 亮兆（商４・筑紫丘）
S：山田 倭正（法４・白陵）
3：小森 一毅（経済２・同志社）
2：岡本 登（法２・海部）
Ｂ：中野 昂士（商４・宇部）

レースNo.36　予選1組　14：44発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

大阪大学

名古屋大学

同志社大学A

同志社大学B

6:59.62

7:22.56

7:30.01

7:41.20

7:41.47

５

4

3

2

1

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
総
じ
て
技
術
不
足
が
露
呈
し
た
レ
ー
ス
だ
っ
た
。1
日
目

の
2
本
目
は
午
前
の
失
敗
を
反
省
し
て
ま
ず
ま
ず
の
レ
ー

ス
が
で
き
た
。し
か
し
、
2
日
目
の
レ
ー
ス
で
は
前
日
の
逆

風
と
う
っ
て
か
わ
り
順
風
、
順
流
そ
し
て
川
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
は
良
く
な
か
っ
た
。条
件
は
同
じ
で
あ
る
が
う
ま
く

そ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
適
応
す
る
能
力
が
な
か
っ
た
。後

輩
に
は
こ
の
悔
し
さ
を
糧
に
成
長
し
て
欲
し
い
。

                                                  

（
冨
嶋 

太
地
）

S：冨嶋 太地（法４・生駒）
３：伴 航平（理工３・千里）
２：沖中 朋也（商３・東海大学付属仰星）
Ｂ：階堂 裕真（スポ健３・同志社香里）

M4x B

レースNo.14　予選１組　11：14発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

名古屋大学

大阪大学

同志社大学A

同志社大学B

6:45.31

7:03.70

7:05.27

7:32.92

7:50.49

５

３

４

２

１

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.14　予選１組　11：14発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

名古屋大学

大阪大学

同志社大学A

同志社大学B

6:45.31

7:03.70

7:05.27

7:32.92

7:50.49

５

３

４

２

１

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.36　予選１組　14：44発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

大阪大学

名古屋大学

同志社大学A

同志社大学B

6:59.62

7:22.56

7:30.01

7:41.20

7:41.47

５

４

３

２

１

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.65　A決勝　12：46発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

大阪大学

名古屋大学

同志社大学B

同志社大学A

6:19.17

6:32.61

6:37.57

6:51.97

6:55.28

3

４

２

１

５

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.65　A決勝　12：46発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

大阪大学

名古屋大学

同志社大学B

同志社大学A

6:19.17

6:32.61

6:37.57

6:51.97

6:55.28

3

４

２

１

５

順
位 クルー レーン

1000mタイム

5位

4位

12位

優勝

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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結
果
と
し
て
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
の
多
い
レ
ー
ス
内
容
で
し

た
。コ
ン
ス
タ
ン
ト
の
安
定
感
が
な
く
、
漕
ぎ
込
み
の
甘
さ

が
露
呈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
、
今
大
会
で
し
っ
か

り
と
課
題
を
発
見
で
き
た
た
め
、
イ
ン
カ
レ
に
向
け
て
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、日
本
一
を
獲
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

                                                   （
山
本 

涼
太
）

S：福條 武琉（商１・洲本）
３：林 颯一郎（社１・東山）
２：西村 雅親（社３・膳所）
Ｂ：山本 涼太（商４・同志社）

M4x C

レースNo.14　予選１組　11：14発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

名古屋大学

大阪大学

同志社大学A

同志社大学B

6:45.31

7:03.70

7:05.27

7:32.92

7:50.49

５

３

４

２

１

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.36　予選１組　14：44発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

大阪大学

名古屋大学

同志社大学A

同志社大学B

6:59.62

7:22.56

7:30.01

7:41.20

7:41.47

５

４

３

２

１

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.65　A決勝　12：46発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学C

大阪大学

名古屋大学

同志社大学B

同志社大学A

6:19.17

6:32.61

6:37.57

6:51.97

6:55.28

3

４

２

１

５

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
1
0
0
0
m
付
近
か
ら
の
ミ

ド
ル
ス
パ
ー
ト
で
艇
速
を
上
げ

他
艇
を
突
き
放
し
そ
の
勢
い
の

ま
ま 

1 

位
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。2
日
目
は

ス
タ
ー
ト
か
ら
積
極
的
に
攻
め
、

第
1
Q
か
ら
半
艇
身
出
ら
れ
た

の
で
レ
ー
ス
を
優
位
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。真
っ
直

ぐ
進
む
こ
と
に
対
し
て
の
課
題

は
あ
り
ま
す
が
イ
ン
カ
レ
で
も

最
終
日
に
残
れ
る
よ
う
雑
草
魂

で
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

                        （
堀 

啓
造
）

S：常藤 壮人（社２・清教学園）
３：柿山 弘樹（法２・住吉）
２：安藤 亮裕（政３・同志社香里）
Ｂ：堀 啓造（経済３・金光学園）

M4-

レースNo.17　予選１組　11：29発艇

❶

❷

❸

同志社大学

京都大学

名古屋大学

7:07.07

7:17.61

7:27.18

4

３

5

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.39　予選１組　14：59発艇

❶

❷

❸

同志社大学

京都大学

名古屋大学

7:24.11

7:34.67

7:37.46

4

３

5

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.61　A決勝　12：14発艇

❶

❷

同志社大学

京都大学

6:38.94

6:48.38

3

４

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
第
一
に
、
当
初
か
ら
の
目
標
を
達
成

で
き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
。1
日
目
の

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
は
、
他
ク
ル
ー

を
意
識
し
な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
ら
し

い
レ
ー
ス
を
展
開
で
き
た
。決
勝
で
は
、

中
盤
に
崩
し
て
か
ら
立
て
直
す
こ
と
が

で
き
ず
、
不
甲
斐
な
い
レ
ー
ス
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。        

  （
滝
本 

旺
大
）

S：大橋 吟次（理工２・彦根東）
Ｂ：滝本 旺大（法３・立教池袋）

M2x

レースNo.２　予選２組　10：05発艇

❶

❷

❸

❹

関西大学 A

同志社大学

追手門学院大学

大阪市立大学 暁

7:29.89

7:36.72

7:47.93

8:16.93

3

5

4

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.24　予選2組　13：35発艇

❶

❷

❸

❹

同志社大学

追手門学院大学

大阪府立大学B

滋賀大学B

8:01.67

8:06.12

8:20.17

9:04.60

5

2

4

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.58　A決勝　11：50発艇

❶

❷

❸

❹

❺

関西大学A

追手門学院大学

同志社大学

滋賀大学A

大阪府立大学A

6:55.81

7:03.58

7:12.63

7:21.47

7:26.52

3

2

4

5

1

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
ス
タ
ー
ト
で
圧
倒
的
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
所

に
瞬
発
的
な
パ
ワ
ー
の
弱
さ
を
感
じ
た
。ま
た
、

ラ
フ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
の
ブ
レ
ー
ド
ワ
ー
ク

が
酷
か
っ
た
た
め
基
礎
か
ら
徹
底
的
に
見
つ
め

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。         （
岡
部 

哲
斉
）

岡部 哲斉
（商２・熊本学園大学付属）

M1x A

レースNo.８　予選1組　10：35発艇

❶

❷

❸

❹

❺

藪颯人（大阪工業大学）

岡部哲斉（同志社大学A）

吉坂颯紀（大阪市立大学A）

井上貴登（瀬田漕艇倶楽部）

藤木貴也（同志社大学C）

8:09.48

8:11.68

8:30.14

8:44.49

8:47.71

1

2

5

4

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.31　予選2組　14：10発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

岡部哲斉（同志社大学A）

増井亮太（京都大学医学部）

吉坂颯紀（大阪市立大学A）

木全良志来（大阪府立大学A）

高木歩真（同志社大学 E）

小西辰弥（同志社大学D）

8:33.90

8:36.08

8:51.80

9:17.10

9:48.83

10:19.31

1

２

４

６

５

３

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.56　A決勝 11:34発艇

❶

❷

❸

❹

❺

藪颯人（大阪工業大学）

土山尚人

岡部哲斉（同志社大学A）

増井亮太（京都大学医学部）

苗代拳（関西大学A）

7:26.65

7:32.53

7:35.45

7:35.86

7:57.76

3

2

4

5

6

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（円山川城崎ローイングクラブ）

　
午
前
は
誰
と
も
競
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ひ
た
す
ら 

1
人
で
漕

い
で
い
た
た
め
タ
イ
ム
も
伸
び

な
か
っ
た
。午
後
は
6
位
の
選

手
と
7
秒
差
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
差
を
縮
め
よ
う
と
し
た
。

結
果
と
し
て
は
1
秒
し
か
縮
め

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
予
想
通
り

の
レ
ー
ス
プ
ラ
ン
で
漕
げ
た
。

2
日
目
は
大
学
ボ
ー
ト
の
最
後

の
レ
ー
ス
で
気
合
十
分
だ
っ
た

が
、
隣
の
レ
ー
ン
に
侵
入
し
て

接
触
し
か
け
た
た
め
5
0
0
m

地
点
で
5
秒
ほ
ど
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。こ
の
間
に
藤
木
に
出

ら
れ
て
そ
の
ま
ま
追
い
つ
け
ず

2
位
で
終
わ
っ
た
。

                    

（
桑
田 

大
輝
）

桑田 大輝
（グロ地４・姫路東）

M1x B

レースNo.9　予選2組　10：40発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

増井亮太（京都大学医学部）

桑田大輝（同志社大学B）

東野準也（大阪市立大学B）

高木歩真（同志社大学 E）

庵床数馬（関西大学B）

横瀬奨真（追手門学院大学B）

8:22.98

8:38.83

8:50.36

9:26.84

9:26.84

10:27.30

2

1

3

5

6

4

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.30　予選1組　14：05発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

藪颯人（大阪工業大学）

土山尚人

桑田大輝（同志社大学B）

井上貴登（瀬田漕艇倶楽部）

西下光洋（大阪大学）

庵床数馬（関西大学B）

8:24.66

8:32.54

8:53.35

8:58.61

8:59.26

9:44.34

1

5

2

４

６

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.46　B決勝　10：08発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

藤木貴也（同志社大学C）

桑田大輝（同志社大学B）

井上貴登（瀬田漕艇倶楽部）

西下光洋（大阪大学）

東野準也（大阪市立大学B）

木全良志来（大阪府立大学A）

7:36.31

7:42.83

7:46.97

7:51.85

7:57.44

8:03.84

1

3

4

2

5

6

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（円山川城崎ローイングクラブ）

優勝

優勝

3位

3位

8位

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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西
日
本
選
手
権
を
通
し
て
、

体
力
面
や
乗
艇
に
関
し
て
準
備

不
足
で
あ
っ
た
。追
い
込
み
の

足
り
な
さ
、
身
体
へ
の
関
心
の

少
な
さ
が
こ
の
大
会
の
結
果
に

表
れ
た
。ひ
と
つ
こ
の
大
会
で

良
か
っ
た
点
を
述
べ
る
と
、
2

日
目
の
レ
ー
ス
で
得
意
と
す
る

順
流
で
し
っ
か
り
技
術
や
経
験

を
生
か
し
B
決
勝
で
１
位
と
い

う
結
果
を
残
せ
た
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。こ
の
大
会
よ
り
、
秋
・
冬

の
練
習
が
自
分
が
成
長
す
る
た

め
に
重
要
な
期
間
と
な
る
た
め
、

弱
点
で
あ
る
パ
ワ
ー
面
の
強
化

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。             

（
藤
木 

貴
也
）

藤木 貴也
（スポ健２・桐蔭）

M1x C

レースNo.８　予選1組　10：35発艇

❶

❷

❸

❹

❺

藪颯人（大阪工業大学）

岡部哲斉（同志社大学A）

吉坂颯紀（大阪市立大学A）

井上貴登（瀬田漕艇倶楽部）

藤木貴也（同志社大学C）

8:09.48

8:11.68

8:30.14

8:44.49

8:47.71

1

2

5

4

3

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.32　予選3組　14：15発艇

❶

❷

❸

❹

❺

苗代拳（関西大学A）

東野準也（大阪市立大学B）

藤木貴也（同志社大学C）

西村快（追手門学院大学A）

横瀬奨真（追手門学院大学A）

8:54.01

9:05.23

9:11.44

9:52.73

11:08.57

3

5

2

4

6

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.46　B決勝　10：08発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

藤木貴也（同志社大学C）

桑田大輝（同志社大学B）

井上貴登（瀬田漕艇倶楽部）

西下光洋（大阪大学）

東野準也（大阪市立大学B）

木全良志来（大阪府立大学A）

7:36.31

7:42.83

7:46.97

7:51.85

7:57.44

8:03.84

1

3

4

2

5

6

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
西
日
本
選
手
権
の
結
果
は
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
17
艇
中

16
位
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
が
、
大
学
で
ボ
ー
ト
を
し

て
い
く
上
で
大
き
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。ど
う
す
れ

ば
艇
が
速
く
進
む
の
か
、
ど
う
漕
げ
ば
一
番
力
が
伝
わ
る

の
か
な
ど
、
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
し
か
体
感
で
き
な
い
こ

と
を
多
く
学
ん
だ
。ま
た
、
課
題
も
明
確
に
現
れ
た
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
冬
練
で
克
服
し
、
万
全
の
状
態
で
来
シ
ー
ズ

ン
に
挑
み
た
い
と
思
う
。（
小
西 

辰
弥
）

M1x D

レースNo.45　C決勝　10：00発艇

❶

❷

❸

❹

❺

高木歩真（同志社大学 E）

庵床数馬（関西大学B）

西村快（追手門学院大学A）

小西辰弥（同志社大学D）

横瀬奨真（追手門学院大学A）

8:22.27

8:29.27

8:38.83

9:23.06

9:33.99

3

4

2

5

1

順
位 クルー レーン

1000mタイム

小西 辰弥
（法２・報徳）

（円山川城崎ローイングクラブ）

レースNo.10　予選3組　10：45発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

土山尚人

苗代拳（関西大学A）

西下光洋（大阪大学）

木全良志来（大阪府立大学A）

西村快（追手門学院大学A）

小西辰弥（同志社大学D）

8:20.30

8:31.76

8:48.78

8:53.48

9:28.53

10:13.76

1

3

4

5

6

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.31　予選2組　14：10発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

岡部哲斉（同志社大学A）

増井亮太（京都大学医学部）

吉坂颯紀（大阪市立大学A）

木全良志来（大阪府立大学A）

高木歩真（同志社大学 E）

小西辰弥（同志社大学D）

8:33.90

8:36.08

8:51.80

9:17.10

9:48.83

10:19.31

1

２

４

６

５

３

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
1
日
目
の
1
本
目
は
、序
盤
か
ら
並
ん
で
た
人
に
最
後
競

り
負
け
て
し
ま
っ
た
。２
本
目
は
、完
全
に
力
負
け
で
、重
い

水
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。2
日
目
は
、
順
風
だ
っ

た
が
、技
術
が
足
り
な
く
、波
に
オ
ー
ル
を
取
ら
れ
て
、ミ
ス

オ
ー
ル
が
多
か
っ
た
。大
会
全
体
を
通
し
て
、
技
術
不
足
と

エ
ル
ゴ
力
不
足
を
痛
感
し
た
。大
会
当
日
が
ど
ん
な
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
も
、自
分
の
漕
ぎ
が
最
大
限
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
練
習
し
て
い
き
た
い
。              （
高
木 

歩
真
）

M1x E

レースNo.45　C決勝　10：00発艇

❶

❷

❸

❹

❺

高木歩真（同志社大学E）

庵床数馬（関西大学B）

西村快（追手門学院大学A）

小西辰弥（同志社大学D）

横瀬奨真（追手門学院大学A）

8:22.27

8:29.27

8:38.83

9:23.06

9:33.99

3

4

2

5

1

順
位 クルー レーン

1000mタイム

高木 歩真
（神２・岡崎城西）

レースNo.31　予選2組　14：10発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

岡部哲斉（同志社大学A）

増井亮太（京都大学医学部）

吉坂颯紀（大阪市立大学A）

木全良志来（大阪府立大学A）

高木歩真（同志社大学E）

小西辰弥（同志社大学D）

8:33.90

8:36.08

8:51.80

9:17.10

9:48.83

10:19.31

1

２

４

６

５

３

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.9　予選2組　10：40発艇

❶

❷

❸

❹

❺

❻

増井亮太（京都大学医学部）

桑田大輝（同志社大学B）

東野準也（大阪市立大学B）

高木歩真（同志社大学E）

庵床数馬（関西大学B）

横瀬奨真（追手門学院大学B）

8:22.98

8:38.83

8:50.36

9:26.84

9:26.84

10:27.30

2

1

3

5

4

6

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
ひ
と
ま
ず
西
日
本
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
て
、自
信
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。イ
ン
カ

レ
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
現
状
に
満
足
せ
ず
、
限
ら
れ
た

モ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
気
を
引
き
締
め
て
練

習
に
励
ん
で
い
き
た
い
。           （
谷 

美
緒
）

C：谷 美緒（商４・同志社）
３：落合 萌々花（法４・同志社国際）
２：武安 玲佳（政４・同志社国際）
Ｂ：石川 裕希乃（スポ健３・箕面）

W4x

レースNo.18　予選１組　11：34発艇

❶

❷

❸

同志社大学

関西大学

京都大学

7:37.83

7:42.44

7:37.83

３

4

2

順
位 クルー レーン

タイム

レースNo.40　予選１組　15：04発艇

❶

❷

❸

同志社大学

関西大学

京都大学

7:55.39

7:58.55

8:32.76

３

4

2

順
位 クルー レーン

タイム

レースNo.64　A決勝　12：38発艇

❶

❷

❸

同志社大学

関西大学

京都大学

6:59.80

7:07:90

7:28.97

３

4

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
初
日
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
は
、
1
本
目
の
ス
タ
ー
ト
の
失
敗
を
2
本
目
で
修
正
し

ス
タ
ー
ト
で
勝
負
を
か
け
る
レ
ー
ス
プ
ラ
ン
に
変
更
し
て
試
す
こ
と
が
で
き
た
。レ
ー
ス

の
前
半
は
ス
タ
ー
ト
の
強
さ
を
活
か
し
て
他
艇
よ
り
も
出
る
こ
と
が
で
き
た
が
そ
の
後

徐
々
に
離
さ
れ
る
レ
ー
ス
展
開
が
多
く
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
力
の
低
さ
を
実
感
し
た
。ラ
フ

コ
ン
の
時
の
漕
ぎ
の
質
の
悪
さ
が
目
立
っ
た
た
め
、
ど
ん
な
状
況
で
も
自
分
た
ち
の
力
を

出
し
切
れ
る
技
術
と
持
続
力
を
今
後
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
。（
石
垣
愛
衣
）

C：石垣 愛衣（商３・本荘）
Ｂ：山川 慶衣果（政２・同志社国際）

W2x B

　
予
選
の
１
本
目
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
艇
を
立
た
す
こ
と

が
で
き
ず
に
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、

2
本
目
は
そ
の
反
省
を
活
か
し
ス
タ
ー
ト
の
ワ
ン
ス
ト

ロ
ー
ク
を
長
め
に
と
り
安
定
さ
せ
る
こ
と
、
2
人
の
上
体

の
動
き
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
た
と
こ
ろ
、
岡
山
大

学
と
競
り
な
が
ら
1
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
日
目
の
A
決
勝
で
は
、
あ
ま
り
練
習
で
は
伸
び
な
か
っ

た
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
が
伸
び
、
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
4
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。   （
永
富 

千
尋
）

C：松元 遥香（スポ健３・鹿児島）
Ｂ：永富 千尋（経済４・東筑）

W2x A

レースNo.6　予選1組　10：25発艇

❶

❷

❸

❹

滋賀大学

大阪市立大学 さくら

同志社大学 A

大阪府立大学

8:19.53

8:40.93

8:43.86

8:51.55

3

2

5

4

順
位 クルー レーン

タイム

レースNo.28　予選1組　13:55発艇

❶

❷

❸

❹

大阪市立大学 冠

滋賀大学

同志社大学 B

大阪府立大学

8:21.56

8:28.91

8:36.17

9:05.39

1

2

4

3

順
位 クルー レーン

タイム
レースNo.29　予選２組　14：00発艇

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学 A

岡山大学「翠葉」

大阪市立大学 さくら

関西大学

浜寺マスターズ
パラローイング

8:46.93

8:48.06

8:56.31

9:10.24

9:34.43

5

3

2

4

1

順
位 クルー レーン

タイム

レースNo.60　A決勝　12：06発艇

❶

❷

❸

❹

❺

大阪大学 冠

滋賀大学

同志社大学B

同志社大学 A

岡山大学「翠葉」

7:31.47

7:42.31

7:49.93

8:02.28

8:19.16

3

4

2

1

5

順
位 クルー レーン

タイム

レースNo.60　A決勝　12：06発艇

❶

❷

❸

❹

❺

大阪大学 冠

滋賀大学

同志社大学 B

同志社大学A

岡山大学「翠葉」

7:31.47

7:42.31

7:49.93

8:02.28

8:19.16

3

4

2

1

5

順
位 クルー レーン

タイム

レースNo.7　予選2組　10：30発艇

❶

❷

❸

❹

❺

大阪大学 冠

同志社大学 B

岡山大学「翠葉」

関西大学

浜寺マスターズ
パラローイング

8:17.57

8:30.61

8:41.10

9:06.18

9:50.74

2

5

3

4

1

順
位 クルー レーン

タイム

優勝

7位

16位

13位

4位

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

3位
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於
：
琵
琶
湖
漕
艇
場

９
月
26
日
〜
27
日

２
０
２
０
年 

於
：
琵
琶
湖
漕
艇
場

９
月
26
日
〜
27
日

２
０
２
０
年 

第55回第55回

京
都
レ
ガ
ッ
タ

京
都
レ
ガ
ッ
タ

於
：
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

２
０
２
０
年 

於
：
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

10
月
22
日
〜
25
日

10
月
22
日
〜
25
日

２
０
２
０
年 

第47回第47回

全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

全
日
本
大
学
選
手
権
大
会

　
初
め
て
シ
ン
グ
ル
で
レ
ー
ス
に

挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
多
く
の
収

穫
が
あ
り
ま
し
た
。圧
倒
的
な
技

術
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。静
水

で
も
漕
ぎ
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

の
な
か
レ
ー
ス
当
日
は
ラ
フ
コ
ン

と
あ
っ
て
、全
力
で
漕
ぐ
こ
と
す

ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。冬
練
で

し
っ
か
り
体
力
と
技
術
を
向
上
さ

せ
来
シ
ー
ズ
ン
に
挑
み
ま
す
。応

援
し
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。          （
小
森 

京
）

小森 京
（法３・同志社国際）

M1x A

　
予
選
で
は
強
風
に
よ
り
思
う
よ
う
に
漕
げ
ず
、不
安
定
で
し
た
。B
決

勝
で
は
予
選
よ
り
も
風
が
強
く
、
同
じ
よ
う
な
レ
ー
ス
展
開
に
な
り
ま

し
た
。2
レ
ー
ス
と
も
レ
ー
ト
を
落
と
し
、1
本
の
強
さ
を
意
識
し
て
漕

ぎ
ま
し
た
。                                                   （
戸
塚 

駿
斗
）

戸塚 駿斗
（商４・共愛学園）

M1x C

レースNo.28　予選2組　9：56発艇

❶

❷

❸

釜坂晴樹（立命館大学 B）

池田晴彦

小森京（同志社大学A）

市川凛（龍谷大学 B）

川浪勇人

4:12.34

4:25.00

4:57.21

DNS

DNS

5

3

2

4

5

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（滋賀大学教育学部 凛）

（御殿浜 RC ドクター EGG）

レースNo.48　B決勝　14：12発艇

❶

❷

❸

❹

❺

岩切俊佑（立命館大学C）

家村宜樹（瀬田漕艇倶楽部）

石川修司

戸塚駿斗（同志社大学C）

小森京（同志社大学A）

3:58:83

4:03.53

4:24:32

4:50.31

5:04.29

3

5

4

6

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（魚崎ローイングクラブ）

レースNo.48　B決勝　14：12発艇

❶

❷

❸

❹

❺

岩切俊佑（立命館大学C）

家村宜樹（瀬田漕艇倶楽部）

石川修司

戸塚駿斗（同志社大学 C）

小森京（同志社大学A）

3:58:83

4:03.53

4:24:32

4:50.31

5:04.29

3

5

4

6

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（魚崎ローイングクラブ）

レースNo.29　予選３組　10：04発艇

❶

❷

❸

❹

❺

宮口大誠（瀬田工業高校）

陶山知明

石川修司

戸塚駿斗（同志社大学 C）

大江彰紀（同志社大学D）

高木音雄（龍谷大学 A）

3:44.23

4:20.53

4:21.28

4:50.79

5:21.63

DNS 

5

1

4

3

6

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（魚崎ローイングクラブ）

（御殿浜 RC ドクターX）

　
今
回
が
初
め
て
の
シ
ン
グ
ル
で
あ
り
、
ス
カ

ル
経
験
も
乏
し
か
っ
た
た
め
、
基
本
技
術
の
練

習
に
多
く
の
時
間
を
割
い
た
。そ
の
た
め
、
高

レ
ー
ト
で
漕
ぐ
練
習
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
ラ
フ
コ
ン
で
漕
ぐ
経
験
が
な
か
っ
た
た

め
、
レ
ー
ス
当
日
の
荒
れ
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
対
応
で
き
な
っ
た
こ
と
で
レ
ー
ス
で
は

思
っ
た
よ
う
な
漕
ぎ
が
で
き
な
か
っ
た
。し
か

し
、
今
回
で
は
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
で
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

                                     （
大
江 

彰
紀
）

大江 彰紀
（スポ健２・仙台第一）M1x D

レースNo.29　予選３組　10：04発艇

❶

❷

❸

❹

❺

宮口大誠（瀬田工業高校）

陶山知明

石川修司

戸塚駿斗（同志社大学 C）

大江彰紀（同志社大学D）

高木音雄（龍谷大学 A）

3:44.23

4:20.53

4:21.28

4:50.79

5:21.63

DNS 

5

1

4

3

6

2

順
位 クルー レーン

1000mタイム

（魚崎ローイングクラブ）

（御殿浜 RC ドクターX）

　
今
年
の
京
都
レ
ガ
ッ
タ
は
強
風
で
波
が
高
い
中
、
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
ん
な
今
回
の
レ
ー
ス
で
私
は
自
分
の
技
術
力
の
な
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。相
手
の
ク
ル
ー
は
高
レ
ー
ト
で
通
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
私
は
全
く
レ
ー
ト
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。私
は

フ
ォ
ワ
ー
ド
の
際
に
艇
の
フ
ラ
ッ
ト
が
崩
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
細
か
な
点
が
未
熟
で
、
こ
れ
ら
が
顕
著
に
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。今
後
は
、
こ
れ
ら
を
成
熟
さ
せ
る
こ
と
や
悪
条
件
の
際
の

対
策
を
考
え
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
よ
り
一
層
、
励
ん
で
い
き
ま

す
。                                                   （
徳
前 

麟
太
郎
）

徳前 麟太郎
（法３・金沢二水）

M1x B

レースNo.27　予選1組　9：48発艇

❶

❷

❸

❹

❺

武長省吾（立命館大学 A）

十河義晴（龍谷大学 C）

岩切俊佑（立命館大学 C）

家村宜樹（瀬田漕艇クラブ）

徳前麟太郎（同志社大学B）

3:55.42

3:58.07

4:00.36

4:00.61

4:31.73

2

5

6

3

4

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.47　C決勝　14：04発艇

❶

❷

徳前麟太郎（同志社大学B）

大江彰紀（同志社大学D）

4:37.97

5:05.88

3

4

順
位 クルー レーン

1000mタイム

レースNo.47　C決勝　14：04発艇

❶

❷

徳前麟太郎（同志社大学B）

大江彰紀（同志社大学D）

4:37.97

5:05.88

3

4

順
位 クルー レーン

1000mタイム

　
予
選
は
ス
タ
ー
ト
か
ら
安
定
し
た
ド
ラ
イ
ブ
を
中

心
と
し
た
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
、 

レ
ー
ト
が

低
い
な
が
ら
も
艇
速
を
出
せ
た
。し
か
し
敗
復
で
は

ス
タ
ー
ト
で
の
ミ
ス
オ
ー
ル
が
原
因
で
他
艇
に
離
さ

れ
、
序
盤
か
ら
1
艇
身
以
上
の
差
を
追
い
か
け
る
厳

し
い
レ
ー
ス
展
開
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。焦
り
か
ら

安
定
し
た
漕
ぎ
が
で
き
ず
、
差
は
埋
め
ら
れ
な
い
ま

ま
敗
復
敗
退
と
な
っ
た
。良
い
勝
ち
方
と
悔
し
い
負

け
方
を
味
わ
っ
た
の
で
、
2
・
3
回
生
に
は
良
い
経

験
と
な
っ
た
。                        （
高
本 

正
之
甫
）

予選B組　8:38発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

中央大学

同志社大学

関西大学

慶應義塾大学

京都大学

6:09.84

6:13.84

6:16.05

6:02.01

6:43.43

2

3

6

4

5

順
位 クルー レーン

タイム

敗復B組　8:38発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

東北大学

慶應義塾大学

関西大学

同志社大学

成蹊大学

6:02.60

6:07.66

6:13.14

6:17.73

6:21.93

4

2

5

3

6

順
位 クルー レーン

タイム

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

M８+
Ｃ：細川 奈央(政３・関西大倉)
Ｓ：高本 正之甫(法４・高槻)
７：三沢 康太郎(法２・佐野日本大学)
６：磯本 迅汰(社２・平城)
５：竹内 努(スポ健４・松本第一)
４：涌羅 陽介(商４・星陵)
３：滝本 旺大(法３・立教池袋)
２：大賀 拓人(理工３・同志社香里)
Ｂ：市川 巧真(社３・千種)

2020.9      2020.10戦 績ハイライト

→敗復

→敗退
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コ
ロ
ナ
等
で
活
動
が
制
限
さ
れ
た
中
、体
力
の
維
持
や
技
術
的

な
課
題
を
ク
ル
ー
と
し
て
克
服
す
る
こ
と
が
難
し
く
、今
大
会
で
改

め
て
ボ
ー
ト
競
技
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。後
輩
は
今
大
会
の

負
け
を
糧
に
今
後
の
練
習
に
向
き
あ
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、艇
友
会
の
方
々
に
は
多
大
な
る
ご
声
援
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

                                                            （
山
田 
倭
正
）

予選A組　9:02発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

早稲田大学

富山国際大学

同志社大学

岡山大学

名古屋大学

6:46.09

6:58.32

7:00.90

7:18.93

7:24.67

6

2

3

４

5

順
位 クルー レーン

タイム

敗復C組　9:10発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

同志社大学

京都大学

広島大学

名古屋工業大学

小樽商科大学

6:51.61

6:58.66

7:11.18

7:11.76

7:22.09

3

4

5

6

2

順
位 クルー レーン

タイム

準決A組　8:46発艇

❶

❷

❸

❹

中央大学

金沢大学

同志社大学

立教大学

6:44.22

6:47.13

6:54.60

7:01.70

4

5

3

２

順
位 クルー レーン

タイム

敗復A組　9:58発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

仙台大学

明治大学

同志社大学

九州大学

6:37.90

6:41.56

6:51.05

7:03.53

4

3

5

2

順
位 クルー レーン

タイム

予選C組　10:06発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

一橋大学

日本大学

同志社大学

名古屋大学

6:38.54

6:39.11

6:52.89

7:16.25

3

2

4

5

順
位 クルー レーン

タイム

M４＋
C：白水 亮兆（商４・筑紫丘）
S：山田 倭正（法４・白陵）
3：小森 一毅（経済２・同志社）
2：岡本 登（法２・海部）
Ｂ：中野 昂士（商４・宇部）

　
戸
田
に
移
っ
て
か
ら
自
分
た
ち
の
ベ
ス

ト
の
状
態
に
近
づ
け
る
の
に
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
。そ
の
結
果
が
予
選
の

結
果
を
生
ん
で
ま
し
ま
っ
た
と
考
え
る
。

敗
復
で
は
結
果
と
し
て
負
け
て
し
ま
っ
た

が
、
ク
ル
ー
と
し
て
は
い
い
内
容
で
レ
ー

ス
が
で
き
た
。こ
の
経
験
を
生
か
し
て
来

シ
ー
ズ
ン
、
勝
つ
た
め
の
時
間
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。                （
堀 

啓
造
）

C：常藤 壮人（社２・清教学園）
３：堀 啓造（経済３・金光学園）
２：安藤 亮裕（政３・同志社香里）
Ｂ：神垣 忠政（経済２・桃山学院）

M4-

敗復A組　10:22発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

同志社大学

茨城大学

東北大学

東京海洋大学

6:26.80

6:42.77

6:45.60

6:52.92

4

5

3

2

順
位 クルー レーン

タイム

準決B組　9:58発艇

❶

❷

❸

明治大学

同志社大学

早稲田大学

6:20.00

6:32.08

6:47.44

4

3

5

順
位 クルー レーン

タイム

順決　9:40発艇

❶

❷

❸

❹

同志社大学

東京経済大学

立教大学

富山国際大学

    6:23.09

6:23.46

6:32.48

6:35.18

2

3

5

4

順
位 クルー レーン

タイム

　
予
選
は
緊
張
か
ら
か
力
ん
で
し
ま
い
、
自
分
た
ち
の
レ
ー
ス
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
敗
復
で
は
キ
ャ
ッ
チ
周
り

を
改
善
し
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
決
勝
は
明
治
大
学
に
食
ら
い
つ
く
た
め
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
ス

パ
ー
ト
を
か
け
続
け
た
が
力
及
ば
ず
、
順
位
決
定
に
進
み
ま
し
た
。

順
位
決
定
で
は
東
京
経
済
大
学
、
立
教
大
学
と
ス
タ
ー
ト
か
ら
並

ぶ
展
開
で
し
た
が
、
各
所
で
ア
タ
ッ
ク
を
入
れ
逃
げ
切
り
5
位
入

賞
と
な
り
ま
し
た
。                                     （
山
本 

涼
太
）

C：福條 武琉（商１・洲本）
３：山本 涼太（商４・同志社）
２：西村 雅親（社３・膳所）
Ｂ：林 颯一郎（社１・東山）

M4x

予選B組　10:30艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

明治大学

日本体育大学

同志社大学

茨城大学

名古屋大学

6:15.65

6:24.33

6:37.67

6:49.66

6:57.38

6

4

５

２

3

順
位 クルー レーン

タイム

敗復B組　12:24発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

同志社大学

早稲田大学

日本大学

北海道大学

7:23.05

7:25.63

7:26.19

7:53.58

4

3

5

2

順
位 クルー レーン

タイム

予選B組　12:56発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

京都大学

仙台大学

同志社大学

京都大学医学部

7:07.20

7:09.88

7:26.06

7:40.76

5

2

4

3

順
位 クルー レーン

タイム

準決A組　11:26発艇

❶

❷

❸

京都大学

同志社大学

滋賀大学

7:14.41

7:21.72

7:32.04

4

3

5

順
位 クルー レーン

タイム

順決　9:00発艇

❶

❷

❸

❹

同志社大学

東京経済大学

一橋大学

法政大学

    7:10.98

7:11.07

7:19.53

7:19.75

5

4

3

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
目
標
に
掲
げ
た
優
勝
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
タ
イ
ム
は
達
成
で
き
な

か
っ
た
が
、
予
選
、
敗
復
と
レ
ー
ス
を
重
ね
て
い
く
た
び
に
課
題

を
克
服
し
成
長
し
、
タ
イ
ム
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
5
位
入
賞

ま
で
い
く
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
ク
ル
ー
の
強
み
は
、
ス
タ
ー
ト

で
し
っ
か
り
で
て
優
位
に
レ
ー
ス
展
開
が
で
き
る
た
め
、コ
ン
ス

タ
ン
ト
で
如
何
に
粘
り
相
手
を
見
な
が
ら
勝
負
を
仕
掛
け
る
か

が
鍵
と
な
っ
た
。ま
だ
経
験
の
浅
い
ク
ル
ー
で
す
が
、
来
年
度
も

今
以
上
の
結
果
を
だ
せ
る
よ
う
に
精
進
し
ま
す
。  

（
黒
須 

脩
太
）

S：黒須 脩太（経済３・真岡）
Ｂ：落合 航大（法２・同志社国際）

M2-

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

→敗復

→敗復

→敗退
→敗復

→順決

→準決勝

→敗退

→準決勝5位

→敗復

→準決勝

→順決

5位
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予選D組　11:58発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

仙台大学

慶応義塾大学

東京大学

同志社大学

7:01.72

7:21.93

7:28.05

7:36.94

2

3

4

5

順
位 クルー レーン

タイム

敗復A組　11:18発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

茨城大学

法政大学

京都大学

同志社大学

7:06.94

7:10.31

7:28.06

7:41.99

3

4

2

5

順
位 クルー レーン

タイム

順決　8:40発艇

❶

❷

❸

❹

小島佑太（同志社大学）

松口海人（広島大学）

浅山悠（東京大学）

武岡大雅（慶応義塾大学）

7:35.03

7:36.15

7:36.20

7:49.09

5

4

2

3

順
位 クルー レーン

タイム

準決A組　12:26発艇

❶

❷

❸

❹

福井康（仙台大学）

小島佑太（同志社大学）

寺井昇平（明治大学）

永井隆介（茨城大学）

7:35.44

7:50.06

7:57.79

8:11.76

4

5

3

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
ク
ル
ー
結
成
時
で
レ
ー
ス
の
2
週
間

前
か
つ
、2
人
と
も
に
ス
カ
ル
経
験
が
浅

い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。そ
の
危
機
感

と
経
験
の
浅
さ
も
あ
り
、乗
艇
で
は
試
合

当
日
も
含
め
て
毎
日
成
長
実
感
が
あ
り

技
術
の
進
歩
や
艇
速
の
向
上
が
み
ら
れ

た
。当
日
の
予
選
で
は
ス
タ
ー
ト
は
う
ま

く
い
っ
た
が
中
盤
以
降
で
2
人
と
も
ミ

ス
オ
ー
ル
を
多
発
さ
せ
、タ
イ
ム
が
奮
わ

ず
、
敗
者
復
活
に
ま
わ
っ
た
。敗
者
復
活

で
は
ス
タ
ー
ト
で
ミ
ス
オ
ー
ル
を
し
た

こ
と
で
、終
始
バ
タ
つ
い
た
漕
ぎ
と
な
り

4
着
で
予
選
敗
退
と
な
っ
た
。

                              （
竹
山 

亮
太
） 

S：竹山 亮太（グロ地３・咲くやこの花）
Ｂ：高木 栄次（法３・高松西）

M2x

予選A組　9:34発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

明治大学

富山国際大学

慶應義塾大学

同志社大学

7:35.17

7:40.74

7:44.52

8:12.40

4

3

5

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
序
盤
か
ら
全
力
で
攻
め
る
レ
ー
ス
プ
ラ
ン

を
計
画
し
、
格
上
の
大
学
に
な
ん
と
か
食
ら

い
つ
く
こ
と
を
目
標
に
レ
ー
ス
に
臨
ん
だ
。

大
き
く
崩
す
こ
と
も
な
く
、
最
後
ま
で
レ
ー

ト
も
高
い
位
置
で
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
他
大
学
と
の
レ
ベ
ル
の
差
を
見
せ
つ
け

ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。２
・
３
回
生
ク
ル
ー

で
構
成
さ
れ
た
ク
ル
ー
で
あ
る
た
め
、
今
後

は
体
格
づ
く
り
や
エ
ル
ゴ
値
の
向
上
に
力
を

入
れ
直
し
、
1
本
の
水
中
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
す
。こ
の
悔
し
さ
は
来
シ
ー
ズ
ン

の
成
長
に
繋
げ
た
い
。       （
三
品 

真
里
子
）

C：内山 碧（スポ健２・浜松北）
S：奥林 涼菜（理工３・太田女子）
3：山本 紗奈（社３・同志社女子）
2：三品 真里子（スポ健３・春日丘）
Ｂ：谷本 美伊菜（スポ健２・同志社）

W4+

　
予
選
は
1
位
と
20
秒
近
く
離
さ
れ
て
ゴ
ー
ル

し
、自
分
の
弱
さ
が
出
た
レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、敗
者
復
活
か
ら
は
徐
々
に
調
子
を
取
り

戻
し
、
準
決
勝
、
順
位
決
定
で
は
予
選
で
負
け
た

相
手
に
リ
ベ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。順
位
決
定
で
の
レ
ー
ス
を
予
選

か
ら
で
き
る
よ
う
に
仕
上
げ
る
べ
き
だ
っ
た
と

い
う
点
が
今
回
の
反
省
点
。高
校
か
ら
の
ボ
ー
ト

生
活
も
あ
と
1
年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。覚

悟
は
で
き
ま
し
た
。最
高
の
準
備
を
し
て
ラ
ス
ト

イ
ン
カ
レ
に
臨
み
ま
す
。           （
小
島 

佑
太
）

小島 佑太
（商３・熊本学園大学付属）

M1x

予選B組　13:46発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

浅山悠（東京大学）

武岡大雅（慶応義塾大学）

小島佑太（同志社大学）

富松陸（法政大学）

川田元（南山大学）

7:40.06

7:44.58

7:59.76

8:06.27

8:09.54

2

4

5

3

6

順
位 クルー レーン

タイム

敗復D組　13:54発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

❺

日田駿（日本体育大学）

小島佑太（同志社大学）

松元秀平（熊本大学）

名畑公晴

小野優誠（島根大学）

7:35.10

7:40.03

7:54.21

8:07.85

8:32.08

4

3

5

2

6

順
位 クルー レーン

タイム

（北海道大学水産学部）

敗復B組　9:26発艇

❶

❷

❸

❹

❺

立教大学

日本体育大学

一橋大学

慶應義塾大学

同志社大学

7:26.21

7:28.12

7:33.88

7.38.79

8:00.72

4

3

5

2

6

順
位 クルー レーン

タイム

予選A組　11:02発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

仙台大学

一橋大学

同志社大学

大阪大学

7:10.14

7:28.32

7:32.07

7:57.86

4

2

5

3

順
位 クルー レーン

タイム

敗復A組　10:54発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

同志社大学

一橋大学

京都大学

大阪大学

7:20.20

7:22.04

7:38.98

7:55.46

3

4

2

5

順
位 クルー レーン

タイム順決　9:30発艇

❶

❷

❸

❹

仙台大学

東北大学

一橋大学

同志社大学

7:00.94

7:05.08

7:21.54

    7:27.46

4

3

5

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
敗
者
復
活
戦
で
は
、
ス
タ
ー
ト

で
リ
ー
ド
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

厳
し
い
展
開
だ
っ
た
が
、
コ
ン
ス

タ
ン
ト
か
ら
ラ
ス
ト
へ
の
追
い
上

げ
で
逆
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

B
決
勝
で
は
、
波
風
の
影
響
で
落

ち
着
い
て
リ
ズ
ム
を
作
る
こ
と
が

で
き
ず
、
一
橋
大
学
に
抜
か
れ
る

と
い
っ
た
悔
し
い
レ
ー
ス
と
な
っ

た
。４
回
生
が
3
人
乗
っ
て
い
た

私
た
ち
の
ク
ル
ー
は
、
ラ
ス
ト

レ
ー
ス
で
8
位
入
賞
と
い
う
結
果

を
ボ
ー
ト
部
に
残
す
こ
と
が
で
き

た
。（
谷
美
緒
）

S：武安 玲佳（政４・同志社国際）
3：谷 美緒（商４・同志社）
2：落合 萌々花（法４・同志社国際）
Ｂ：石川 裕希乃（スポ健３・箕面）W4x

準決B組　10:30発艇

❶

❷

❸

❹

❺

早稲田大学

中央大学

東北大学

同志社大学

関西大学

6:55.17

6:59.63

7:12.36

7:29.24

7:34.97

4

3

5

2

6

順
位 クルー レーン

タイム

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

→敗復

→敗復

→順決

→順決

→準決勝

→敗復

→準決勝

→敗退
→敗復

→敗退

5位

8位
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順決　8:50発艇

❶

❷

❸

❹

明治大学

仙台大学

慶應義塾大学

同志社大学

8:05.93

8:06.26

8:22.35

 8:38.30

3

4

5

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
艇
の
１
本
の
進
め
方
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
対
応
力

な
ど
、「
戸
田
と
の
差
」
を
感
じ
た
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、不
安
要
素
で
あ
っ
た
、レ
ー
ト
を
上
げ
て
序
盤
か
ら

果
敢
に
攻
め
る
と
い
う
姿
勢
と
、
ク
ル
ー
の
強
み
で
あ
る

長
さ
を
生
か
す
と
い
う
こ
と
が
、
レ
ー
ス
で
は
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
敗
因
と
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。目
標

と
し
て
い
た
入
賞
に
は
届
か
ず
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
肌
で
感
じ
た
こ
の
差
を
常
に
意

識
し
な
が
ら
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
も
練
習
に
励
み
た
い
で
す
。 

                                                  

（
谷
本 

陽
花
）

S：谷本 陽花（政３・津）
Ｂ：鹿間 珠乃（文２・名古屋西）

W2-

敗復B組　12:16発艇

❶

❷

❸

一橋大学

仙台大学

同志社大学

8:11.08

8:20.87

8:44.75

4

3

5

順
位 クルー レーン

タイム

予選C組　13:14発艇　１艇あがり

❶

❷

❸

立命館大学

同志社大学

鹿屋体育大学

8:00.46

8:24.78

8:36.52

3

5

4

順
位 クルー レーン

タイム

予選B組　12:22発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

富山国際大学

鹿屋体育大学

法政大学

同志社大学

7:51.42

7:55.18

8:08.55

8:19.95

2

4

5

3

順
位 クルー レーン

タイム

順決　9:10発艇

❶

❷

❸

❹

明治大学

金沢大学

龍谷大学

同志社大学

7:37.73

7:39.35

7:44.97

 8:07.58

4

5

3

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
予
選
は
レ
ー
ト
の
割
に
進
み
が
短
い

空
回
り
し
た
漕
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
い
タ

イ
ム
が
伸
び
ず
厳
し
い
順
位
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。反
省
を
活
か
し
固
定
感

を
重
視
し
た
漕
ぎ
へ
と
変
え
、
予
選
後

に
固
定
感
を
掴
む
た
め
に
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
練
習
し
た
。敗
復
、準
決
と
終
始
競
り

合
う
レ
ー
ス
展
開
だ
っ
た
こ
と
で
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
な
が
ら
レ
ー
ス

を
重
ね
る
毎
に
タ
イ
ム
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
出
来
た
。レ
ー
ス
の
中
で
進

ま
せ
方
を
掴
ん
で
い
け
た
こ
と
が 

8 

位
入
賞
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。                  （
石
垣 

愛
衣
）

S：石垣 愛衣（商３・本荘）
Ｂ：山川 慶衣果（政２・同志社国際）

W2x
準決A組　11:10発艇

❶

❷

❸

❹

❺

早稲田大学

鹿屋体育大学

龍谷大学

同志社大学

東北大学

7:31.42

7:41.94

7:47.10

7:57.10

7:58.63

4

5

3

6

2

順
位 クルー レーン

タイム

　
予
選
で
は
、
思
う
よ
う
な
レ
ー
ス
が
で

き
ず
、
組
の
1
着
に
大
き
く
離
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。敗
者
復
活
戦
で
は
身
体
の
動
き

や
エ
ン
ト
リ
ー
動
作
な
ど
を
修
正
し
つ
つ
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。

準
決
勝
は
4
年
間
で
最
も
熱
い
レ
ー
ス
と

な
り
、す
べ
て
を
出
し
切
れ
た
。決
勝
は
圧

倒
的
な
差
で
負
け
て
し
ま
い
、
勝
っ
て
終

わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
サ
ポ
ー

ト
・
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
や
仲
間
の
存

在
の
大
き
さ
を
深
く
感
じ
た
レ
ー
ス
と

な
っ
た
。4
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。                         （
山
本 

百
華
）

山本百華（文４・下関西）

W1x

敗復B組　11:58発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

明治大学

同志社大学

大阪市立大学

7:52.96

8:07.41

8:17.07

4

5

3

順
位 クルー レーン

タイム

敗復A組　14:14発艇　２艇上がり

❶

❷

❸

❹

山本百華（同志社大学）

辻田みどり（一橋大学）

長谷川穂波（滋賀大学）

金子菜乃佳（関西大学）

8:27.43

8:31.70

8:48.74

8:55.13

4

3

2

5

順
位 クルー レーン

タイム

準決D組　13:36発艇

❶

❷

❸

❹

山本百華（同志社大学）

渡辺杏（法政大学）

田畑七奈（小樽商科大学）

李聖美（東京大学）

8:43.75

8:48.05

8:52.85

9:06.28

5

4

3

2

順
位 クルー レーン

タイム

決勝　10:30発艇

❶

❷

❸

❹

茂内さくら（早稲田大学）

柿島麗（金沢大学）

荒井千奈（日本体育大学）

山本百華（同志社大学）

8:11.60

8:14.29

8:21.41

8:31.97

3

4

5

2

順
位 クルー レーン

タイム

予選D組　15:06発艇　１艇上がり

❶

❷

❸

❹

茂内さくら（早稲田大学）

山本百華（同志社大学）

流石章代（慶應義塾大学）

長谷川穂波（滋賀大学）

8:16.91

8:37.31

8:54.91

9:01.89

5

3

2

4

順
位 クルー レーン

タイム

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

→敗復

→敗復

→準決勝

→順決

→順決

→敗復

→準決勝

→決勝

9位

8位

4位
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遠征に密着!!
新型コロナウイルスの流行により、無観客での開催となっ
た第47回全日本大学選手権大会。そこで今回特別に、普段
は知ることのできない大会期間の部員の様子をお見せし
ます!!

この日はあいにくの天気。雨に打たれ、

びしょ濡れになりながら、部員総出で

積み込み作業を行いました。船や

オールなどボート関連の備品はもち

ろん、約１週間分の食糧、日用品、移動

用の自転車などなど…約60人分の大

荷物とインカレへの闘志をトラック２

台にぎゅうぎゅうに詰め込んで、いよ

いよ戸田へ出発です！

今回は新型コロナウイルス感染予防とし

て大型バスを貸し切り、部員全員で戸田へ

向かいました。サービスエリアに降り立つ

たびに、いろいろと食べ物を買い込み、気

持ちの準備も腹ごしらえもばっちりです！

　トレーナーは、漕手により密着したサポートを行

います。乗艇中は担当クルーに付き添いアドバイス、

練習後はマッサージなどの漕手のケア。練習動画

のアップロードなど…そのサポートは多岐に渡りま

す！ 他にも滞りなく遠征を行うためにさまざまなと

ころで動いてくれています。まさに部全体を支える縁

の下の力持ちです！

このように部員一丸となり、勝つためにそれぞれの

立場から全力でボートに向き合います！

１０月１７日
９時３０分

試合までの４日間、実際のレース会

場で練習を行います。戸田独特の

雰囲気を受け、部員の緊張感もさら

に高まり、より一層引き締まる期間

です！ レース本番最大の力を発

揮できるように、大会ギリギリまで

調整を行いました。

マネージャーは練習期間中、食事の面から部員の

サポートを行います。新型コロナウイルスの関係で

３月から食事提供ができていませんでしたが、遠征

中に限り大学から食事提供の許可が下りたことで、

久々の食事作りにマネージャーの気合も十分！ 部

員からの「やっぱりマネさんのご飯は美味しいわ～」

という言葉は、やはりマネ冥利に尽きます！！

期間中、男子宿舎２つ、

女子宿舎１つの計３

つの宿舎に分かれて生

活を行いました。

宿舎にOBや保護者の

方々からの心のこもった

差し入れが届くたびに、

部員一同大盛り上がり！ 

すぐさま争奪戦のジャン

ケンが開催されます！

いつも皆さまからの温かいご声援が、本当に部員た

ちの力となっております！

戸田での献立　例
●　唐揚げ、カボチャサラダ、
  具沢山味噌汁
●　ハンバーグ、マカロニサラダ、
  コンソメスープ
●　麻婆茄子、きんぴらレンコン、
  お味噌汁

１０月１８日
～２１日
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いよいよ４日間の大会の開催です！！ 

今回は新型コロナウイルス流行の関係で、無観客での開催となりました。

大声での声援も禁止のため、通常よりも静かな雰囲気でレースが行われました。

が、どの団体もギラギラとした闘志を抱え挑んでいるため、静寂な雰囲気の中、

たくさんの人たちの想いが燃える、熱い熱い大会となりました！

同志社大学ボート部においても、この試合で引退となる４回生、

本大会が初めての戸田でのレースとなる部員などさまざまですが、

「勝つ」という目標はみんな共通しています。

この４日間にすべてを懸け、臨みました。

ここからは、通常通りレースを観戦するだけでは知ることができない、

レース当日のスタートまでの部員たちの様子をお伝えします！

このたびは、温かいご支援、ご声援をいただき、誠に

ありがとうございました。コロナ禍で通常通り活動が

できず、くすぶる想いをすることが多くあった中、皆

さまからの応援がいつも部員の力、そして励みと

なっておりました。これからも皆さまのご期待に添う

チームを目指し、部員一同精進してまいります。来

シーズンも同志社大学ボート部をどうぞよろしくお

願いいたします！！

レースの約1時間半前に国艇の前に集

合します。ここでは陸でのアップ、栄養

補給、艇の最終チェックや、クルー皆で

レースプランの確認を行います。国艇

前に来た選手たちは皆、グッと集中し

引き締まった表情です。

１０月22日
～２5日

国艇前にある船台からいよいよレースへと蹴

り出します。本来であれば蹴り出しのタイミ

ングになると、付近にいる部員やOB、保護者

の方々が大勢集まり、「Doshisha Cheer」

で送り出しますが、今回は大声での声援が

禁止のため、ひっそりとした蹴り出しになりま

した。この蹴りだしのタイミングで、勝って

帰ってくるイメージをとにかく湧かせていると

いう選手も多くいます。

行われているレースを見ながら波や風の感覚を掴み、レース中のイメージ作りを行います。メンバー

に下級生のいるクルーでは、後輩の緊張をほぐすために、関係ない話でもいいのでとにかく会話を絶

やさないことを意識しているという選手もいました。

発艇
１時間半前 国艇前

このスタートの瞬間において、感じること、考えることは部員それぞれです。ある選手に聞くと、緊張もありスタート地点でのこと

は正直覚えていないそうです。「ただ、なんとなく行ける気がするときは大体勝てるし、気合満タン勝つぞ！ と考えているとき

は大体上手くいかない」 と話していました。一方サポート陣たちも、伴走のために自転車に乗ってスタート付近で構えています。

努力を重ねる選手をずっと傍で見ていたからこそ、勝ってほしいという想いが溢れ、サポート陣もとても緊張する瞬間です。

すべてのレースが終わり撤収作業を行った後、このチームでの最後の全体ミーティングを行います。そ

して『One Purpose』を歌い、この遠征を締めくくるのが毎年の恒例の流れです。この瞬間をもって４回

生が引退されます。４年間やり切った瞬間の先輩方の表情はとてもかっこよく、後輩たちはその姿を見

てグッと気が引き締まります。夕方の戸田を背景に撮る“家族写真”は一生の思い出となります！

発艇
直前 スタートの瞬間

10月25日

発艇
１時間半前 蹴り出し

戸田のボートコースにはスタートの付

近に青色の船台があるため、一度船を

つけてからスタート地点へ向かいます。

ここではサポートが待機していますが、

実はサポートにとってこの青船台、場所

取りを巡る他大学との熾烈な争いの場

でもあるんです！選手たちが船をつけ

ることができるように、同志社に限らず

どの大学のサポート陣たちも普段はど

れだけ穏やかな性格であろうと、ここでは強気で場所の奪取、死守を行います

（笑）

選手たちはサポート陣の必死の攻防により確保された場所に船をつけると、視

野が狭くならないようにサポートたちと会話したり、いつでもレースに行けるように

身体を動かしたりと、今からはじまるレースに備え最終調整を行います。そして呼

び込みのアナウンスが流れると、いよいよスタート地点に向かいます！

発艇
20分前 青船台

レース前



RIKISO vol.28 Doushisha University Rowing Club21 20

　
2
0
2
0
年
11
月
３
日
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
漕
艇
場

で
N
P
O
法
人「
琵
琶
湖
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
」主
催
の

「
び
わ
っ
子
縁
J
O
Y
レ
ガ
ッ
タ
」
が
開
催
さ
れ
た
。本

大
会
で
は
、
2
0
2
4
年
パ
リ
五
輪
で
の
新
種
目
と
し

て
国
内
で
も
話
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
コ
ー
ス
タ
ル

ロ
ー
イ
ン
グ
」種
目
に
よ
る
レ
ー
ス
も
行
わ
れ
た
。こ
の

種
目
は
海
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ラ
フ
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
コ
ー
ス
上
の
い
く
つ
か
の
ブ
イ
を

ス
ラ
ロ
ー
ム
し
な
が
ら
往
復
す
る
競
技
で
、
コ
ー
ス
取

り
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
大

会
の
多
く
が
開
催
中
止
に
な
り
、
４
回
生
の
引
退
の
タ

イ
ミ
ン
グ
も
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、こ
の
大
会

を
引
退
レ
ー
ス
と
す
る
た
め
に
、
10
月
を
も
っ
て
引
退

し
た
４
回
生
全
員
が
参
加
し
た
。普
段
の
部
活
動
で
は

船
に
乗
ら
な
か
っ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

今
回
は
選
手
と
し
て
出
場
し
、
現
役
の
時
と
は
ま
た
違

う
、
シ
ン
プ
ル
に
ボ
ー
ト
を
楽
し
む
に
ぎ
や
か
な
様
子

で
レ
ー
ス
に
参
加
し
た
。関
東
か
ら
は
る
ば
る
慶
應
義

塾
大
学
も
参
加
し
、
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を

争
っ
た
1
9
6
8
年
の
全
日
本
選
手
権
以
来
の
同
志
社
、

慶
應
の
対
校
戦（
社
塾
戦
）も
行
わ
れ
、
会
場
は
盛
り
上

が
り
を
見
せ
た
。

びわっ子
縁JOY
レガッタ

DURC
TOPICS
2020

２０２０年、同志社大学ボート部はトレーニングルー
ムが大幅刷新されました！
国立スポーツ科学センターでも導入されている
CYBEXシリーズを中心に新マシンが導入され、増え
続ける部員数にも対応できるトレーニング効率の高い
練習環境が整いました。
さらにレベルアップしたトレーニングルームをご紹介
いたします！

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム大幅刷新大幅刷新

RP3社製の
ダイナミック
エルゴ

プルダウン
マシン

レッグプレス
マシン

パワーラック

ベンチ
プレス台

従来のConcept2社製のエルゴに比べて、
腰への負担の少なさや、水上に近いフィー
リングが得られる。

NAUTILUS社製のパワーラック。可動式の
バーキャッチとセーフティーバーが採用さ
れているため、体格に合わせて理想のフォー
ムでトレーニングが可能。また、フリーウエ
イトトレーニングだけでなく、2種類のチン
ニングバーでチンニング（懸垂）も可能。

セーフティーバーによって、より安全にト
レーニングに取り組むことが可能となった。
主に胸筋を鍛えるベンチプレスに使用する
他、フラットベンチとしても使用可能。

CYBEX社製のプルダウンマシン。ボート
競技で重要となる広背筋を鍛えるラット
プルダウンに使用。左右のアームが独立
しているため、バランス良く鍛えること
ができる。最大130kgの負荷に対応し、低
負荷から高負荷までのトレーニングをカ
バーできる。

CYBEX社製のレッグプレスマシン。可動
域やシートバックの細かな設定が可能。最
大230kgの負荷をかけることができるた
め、脚部や臀部などの高負荷トレーニング
に対応している。

〇結果
■ 男子コースタルダブル（300ｍスラローム）

   優勝：慶應義塾大学　準優勝：同志社大学

■ 女子コースタルダブル（300ｍスラローム）

   優勝：同志社大学　準優勝：慶應義塾大学

■ エイト エキシビジョンマッチ（500ｍ×2本）

　１本目（上り）勝者：慶應義塾大学
　２本目（下り）勝者：同志社大学
　総合（タイム）勝者：慶應義塾大学

DURC
TOPICS
2020

ad
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共
通
点
は「
監
督
」。

ー 

監
督
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

横
山
先
輩　
元
々
引
退
し
た
後
、
し
ば
ら
く
コ
ー

チ
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
ボ
ー
ト
部
と
は
そ

れ
っ
き
り
で
。そ
ん
な
な
か
急
遽
、
僕
の
前
に
監

督
を
し
て
い
た
新
井
さ
ん（
S
45
年
卒 
新
井
喜
範

先
輩
・
現
艇
友
会
会
長
）
か
ら
「
平
成
元
年
か
ら

ボ
ー
ト
部
の
面
倒
を
み
て
く
れ
」
と
お
願
い
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
自
身
が
現
役
の
時
の
話
な
の
だ
け
ど
、

全
日
本
の
決
勝
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
待
機
し
て

い
る
時
、
後
ろ
を
振
り
向
い
て
「
こ
れ
で
勝
っ
た

ら
日
本
一
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ね
。結
局

こ
の
レ
ー
ス
の
結
果
が
ど
う
だ
っ
た
か
は
覚
え

て
い
な
い
ん
だ
け
ど
、
こ
の
ス
タ
ー
ト
で
の
記
憶

だ
け
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
て
。こ
の
ス
タ
ー
ト
で

の
気
持
ち
を
学
生
た
ち
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い

な
、
感
じ
て
ほ
し
い
な
と
い
う
想
い
で
引
き
受
け

ま
し
た
。

武
田
監
督　
僕
は
コ
ー
チ
も
何
も
や
っ
た
こ
と

が
な
く
て
。当
時
面
識
の
な
か
っ
た
新
井
さ
ん
に

急
遽
呼
び
出
さ
れ
、
監
督
を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

な
ん
で
10
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
僕
な
の

か
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
ね
。で
も
祇
園
を
10
件

以
上
は
し
ご
し
て
口
説
き
落
と
さ
れ
了
承
し
ま

し
た（
笑
）。

横
山
先
輩　
平
成
３
年
で
ボ
ー
ト
部
は
創
部
１
０

０
周
年
で
し
た
が
、
そ
の
特
別
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
監

督
を
さ
せ
て
く
れ
た
新
井
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝

O
B
対
談

武田知也監督 横山基嗣先輩

監督って、楽しいんですよ。
だから、ハマるよね（笑）。

interview

し
て
い
ま
す
。

ー 

監
督
に
な
る
こ
と
に
躊
躇
は
な
か
っ
た
の
で
す

か
？

武
田
監
督　
あ
り
ま
し
た
よ
。コ
ー
チ
の
人
選
か

ら
躓
い
て
、
結
局
ひ
と
り
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

か
ら
。

横
山
先
輩　
僕
も
一
緒
。ひ
と
り
で
の
ス
タ
ー
ト

で
し
た
。よ
く
知
っ
た
後
輩
２
人
に
声
を
掛
け
て

コ
ー
チ
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。何
も
知
ら
な

い
、
分
か
ら
な
い
状
況
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
も
ち

ろ
ん
不
安
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
好
奇
心

が
勝
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ（
笑
）。

ー 

監
督
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た

か
？

横
山
先
輩　
や
は
り
監
督
は
家
を
犠
牲
に
し
ま

す
よ
、
金
曜
日
の
仕
事
終
わ
り
に
合
宿
所
へ
行
っ

て
日
曜
日
ま
で
そ
の
ま
ま
瀬
田
に
い
る
生
活
。監

督
５
年
、
そ
の
後
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
２
年
務
め
ま

し
た
。だ
か
ら
監
督
に
な
っ
た
時
は
下
の
息
子
が

１
歳
だ
っ
た
の
で
す
が
、
気
づ
い
た
ら
小
学
生
に

な
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。奥
さ
ん
は
よ
く
文
句
言

わ
ず
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
な
と
思
い
ま
す
。

武
田
監
督　
現
役
時
代
、
週
末
に
な
る
と
横
山
さ

ん
の
車
が
宿
舎
の
前
に
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

横
山
先
輩　
当
時
、
武
田
と
は
ほ
と
ん
ど
喋
ら
な

か
っ
た
よ
ね
。武
田
が
エ
ル
ゴ
を
一
生
懸
命
や
っ

て
い
た
姿
が
も
の
す
ご
い
頭
に
残
っ
て
い
て
。あ

と
整
調
漕
い
で
い
た
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。武
田
は
、

セ
ン
ス
が
抜
群
で
、漕
ぎ
方
が
綺
麗
だ
っ
た
。

武
田
監
督　
い
や
い
や
恐
縮
で
す（
笑
）。

「
勝
つ
」よ
り
も
大
切
な
こ
と
。

ー 

お
ふ
た
り
は
ど
ん
な
監
督
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
？

横
山
先
輩　
技
術
面
の
こ
と
は
コ
ー
チ
に
任
せ

て
、
僕
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹
し
て
い
ま
し
た
。

金
曜
の
夜
に
合
宿
所
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
ワ
イ

ワ
イ
話
す
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
（
笑
）。コ
ー
チ

が
漕
手
の
面
倒
を
見
て
、
僕
は
ず
っ
と
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
接
し
て
い
ま
し
た
。マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

朝
早
く
か
ら
朝
飯
作
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
し
ん

ど
い
思
い
を
し
て
く
れ
て
い
た
し
ね
。

武
田
監
督　
僕
も
技
術
の
こ
と
は
言
わ
な
い
け

れ
ど
、
横
山
さ
ん
は
僕
以
上
に
技
術
の
こ
と
を
言

わ
な
い
人
で
し
た
。

横
山
先
輩　
監
督
を
務
め
て
い
た
時
に
一
番
に

考
え
て
い
た
の
は
、
や
は
り
事
故
が
な
い
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。家
の
上
に
墓
地
が
あ
る
の

で
す
が
、
監
督
時
代「
事
故
が
な
い
よ
う
に
。そ
し

て
勝
て
ま
す
よ
う
に
」
と
ず
っ
と
墓
参
り
に
行
っ

て
い
ま
し
た
。

武
田
監
督　
監
督
し
て
い
た
ら
や
は
り
事
故
が

一
番
心
配
で
す
よ
ね
。C
O
X
が
い
た
方
が
安
全

で
す
が
、
最
近
傾
向
と
し
て
舵
手
付
種
目
が
ど
ん

ど
ん
な
く
な
っ
て
い
て
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
エ

イ
ト
だ
け
が
C
O
X
の
付
く
種
目
で
す
し
。

横
山
先
輩　
事
故
が
な
い
こ
と
。こ
の
こ
と
を
一

番
の
想
い
に
監
督
を
務
め
ま
し
た
。

監
督
は「
役
割
」。

武
田
監
督　
結
局
、
監
督
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、10
年
目
に
し
て
も
ま
だ
よ
く
分
か
ら

な
く
な
る
時
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

横
山
先
輩　
僕
が
い
つ
も
思
っ
て
い
た
の
は
、
監
督

は
会
社
で
例
え
た
ら
社
長
と
同
じ
だ
と
。全
責
任

は
監
督
に
あ
る
。責
任
さ
え
持
て
ば
勝
手
な
こ
と
も

で
き
る（
笑
）。

武
田
監
督　
そ
れ
で
言
う
と
、僕
の
し
て
い
る
こ
と

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
例
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。最

初
に
僕
が
サ
ー
ブ
を
打
っ
て
、
向
こ
う
の
コ
ー
ト
に

い
る
学
生
た
ち
が
ス
パ
イ
ク
を
打
つ
。僕
は
そ
の

ボ
ー
ル
を
ひ
た
す
ら
全
部
取
っ
て
、
返
す
ん
で
す
よ

（
笑
）。そ
れ
を
繰
り
返
す
感
覚
で
す
。

横
山
先
輩　
な
る
ほ
ど
（
笑
）。監
督
と
い
う
の
は
、

結
局
は
全
体
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
見
た
ら
い
い
わ

け
で
。監
督
の
仕
事
っ
て
ア
バ
ウ
ト
だ
な
と
思
い
ま
す
。

武
田
監
督　
あ
と
は
綺
麗
ご
と
で
な
く
、い
ろ
い
ろ

な
人
の
想
い
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
ん
で
す
。最
終
的
な
形
と
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
人
に

ボ
ー
ト
部
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
気
持
ち
を
結

集
さ
せ
る
こ
と
。僕
が
監
督
と
し
て
や
り
た
い
こ
と

が
達
成
で
き
な
く
て
も
、
そ
れ
が
で
き
た
な
ら
い
い

か
な
、と
。今
、ボ
ー
ト
部
に
必
要
な
こ
と
は
、強
く

な
る
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
時
の
戦
績
が
駄
目
だ
か
ら
全
部
壊
し
て
再
構
築
、

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
継
承
し
て
積
み
重
ね
て
い

か
な
い
と
、い
つ
ま
で
経
っ
て
も
強
く
な
れ
な
い
。

ー 

お
ふ
た
り
と
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
タ
イ
プ
で
す
ね
。

横
山
先
輩　
駅
伝
や
野
球
の
監
督
と
違
っ
て
、ボ
ー

ト
で
は
レ
ー
ス
中
に
声
を
掛
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

で
す
し
ね
。レ
ー
ス
中
に
自
転
車
か
ら
い
く
ら
檄
を

飛
ば
し
た
っ
て
、
漕
い
で
い
る
本
人
た
ち
に
は
聞
こ

え
な
い
わ
け
だ
し（
笑
）。

武
田
監
督　
監
督
に
と
っ
て
は
、ク
ル
ー
を
選
ん
だ

と
こ
ろ
か
ら
レ
ー
ス
が
始
ま
っ
て
、
最
終
日
が
終
わ

る
ま
で
が
レ
ー
ス
。勝
つ
た
め
に
、
学
生
た
ち
が
少

し
で
も
多
く
レ
ー
ス
を
漕
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、ク
ル
ー
を
選
ん
だ
時
か
ら
始
ま
る
約
６
〜
８
週

間
の
中
で
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
采
配
を
行
う
ん
で
す
。

監
督
は「
楽
し
い
」。

横
山
先
輩　
や
っ
ぱ
り
監
督
は
楽
し
い
ん
で
す
よ
。

ハ
マ
る
よ
ね（
笑
）。当
時
、
毎
週
瀬
田
に
行
く
こ
と

が
本
当
に
楽
し
み
で
し
た
。

武
田
監
督　
楽
し
い
で
す
よ
ね
。だ
か
ら
僕
も
監

督
を
10
年
し
て
い
ま
す
。楽
し
く
な
か
っ
た
ら
こ

ん
な
に
長
く
や
り
ま
せ
ん
。

横
山
先
輩　
５
、６
年
前
、
東
京
で
、
少
し
遅
れ
て

の
還
暦
祝
い
を
武
田
が
企
画
し
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。監
督
を
し
て
い
た
当
時
の
部
員
も
来

て
く
れ
て
。あ
れ
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
、
監
督
を

し
て
い
た
冥
利
に
尽
き
る
出
来
事
で
し
た
ね
。

武
田
監
督　
ま
た
ボ
ー
ト
部
に
戻
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
よ
。横
山
さ
ん
が
い
た
ら
、
僕
、
何
で
も
し
ま
す
よ

（
笑
）。

横
山
先
輩　
僕
が
監
督
と
し
て
な
ら
、
喜
ん
で
い

き
ま
す
よ（
笑
）。
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山田 倭正

法学部法律学科
白陵高校出身

WASHO YAMADA

山本 涼太

商学部商学科
同志社高等学校出身

RYOTA YAMAMOTO

谷　崚登

法学部政治学科
福岡県立東筑高等学校出身

RYOTO TANI

加木 康平

社会学部教育文化学科
大阪府立夕陽丘高等学校出身

KOHEI KAGI

　まずは両親に感謝したいです。何の文句も言わずに大学に行
かせてくれて、大学でもボートを続けるというワガママを聞いて
くれて、感謝しかありません。今まで伝えることはできなかった
けど「ありがとう」という言葉を伝えたいです。
　ドルチェ・アンド・ガッバー…コロナのせいで思い描いたよう
な４回生とはいきませんでしたが、４年間、めちゃくちゃ充実し
てました。石田さんが怖すぎて寒さと恐怖で震えながら乗艇して
いた１回生の１月（あの時練習の仕方がわかって今では本当に良
かったと思えます）。大さんとメダルを目指したインカレ（大さん
が実はめちゃくちゃ熱い人で尊敬してました）。エイト選考に漏
れた後、玄関の階段で感じた、たかしさんの大きさ（顔だけじゃな
かったです）。そしてえいしゅうさんとのなしペア（社会人でも責
任感なしペア）。
　これ以上なく、先輩、同期、後輩に支えてもらった４年間でした。
幸せ者です。
　細川と寄田、そして堀田コーチもありがとうございました。ケ
ガした時に支えていただいたおかげでエルゴでベストが出せま
した。
　今になって同期のみんなとダイニングで騒げないことが悲し
いです。ぴえん。

　まず私の見えないところでご支援、サポートいただきました関
係者の方々に心より感謝を申し上げます。そして、監督、コーチの
方々にも大変お世話になりました。ありがとうございました。
　振り返ってみると、清水さんの勧誘でこの部に入ると直感で決
めた日が遥か昔のように感じます。
　偉大な先輩方と同じ時間を過ごせたこと。ボロボロになるまで
練習した日々。馬鹿みたいに笑った同期との時間。悔しさのあま
り涙したレース。仲間と真剣に衝突したこと。強豪大学を倒して
勝つことができた経験。最後の最後にボートの難しさを思い知っ
たこと。
　大学生活の大半のことは犠牲にしましたが、簡単には表現する
ことのできない「何か」がこの3年半をかけがえのないものにして
くれました。
　そして、単純にボートが好きでした。ボート部が大好きでした。
　入部当初の目標であった日本一にもなれました。分不相応にも
主将として100人の部を纏めるという有意義な経験もさせてい
ただきました。
　思い残すことは後輩が勝ってくれることだけです。もう一度、
日本一を獲ってください。そして、僕が死ぬまで強いボート部を
引き継いでいってください。

　間違いなく一生で1番きつい時間でした。大学に入学し、不
安と期待で胸が膨らむ仲、弊部の新歓独特である大学生活の
始まりを伝えながらもどこか温かさを感じさせる雰囲気に呑
まれ入峰しました。初めは楽しい時間だけが過ぎていきまし
た。しかし徐々に朝早い練習、休みが少ない練習スケジュール、
そして何より努力が結果につながらない悔しさが、常に自分
を悩ませ苦しませていました。
　このように、今振り返ってみると辛い苦しいと感じる時間
がほとんどでした。しかし、そんな自分に「もう一度１回生に
戻れたならボート部に入りますか？」という質問を問いかけ
たなら、迷わず「はい」と答えます。
　答えは簡単です。たくさんの辛い思い出苦しい思い出より
も入って良かったと思える瞬間の方が心に残っているからで
す。きつい練習が終わった後にみんなでそれをかき消すよう
に笑うダイニングの時間。普段遊ぶことができない自分たち
だからこそのオフ期間中の旅行の楽しさ。そして何より、これ
から生涯語り合える同じ志を持った同期、尊敬できる先輩、か
わいい後輩と出会えたこと。これらのかけがえのない思い出、
人は一生大切にしていきます。本当にお世話になりました。

　ただがむしゃらに駆け抜けた３年半でした。初めての冬の4
時、真っ暗で極寒の瀬田川に心を折られ、この生活があと３年
続くことに絶望したこともありました。しかし振り返れば
あっという間で、あの異常な生活に戻りたいとさえ思ってし
まいます。
　何かに熱中したいという想いから入部を決めたボート部。
誰よりも充実し人にも恵まれた学生生活を送ることができま
した。旅行に行く友人を羨むこともありましたが、今思えば
ボートにすべてを捧げた大学生活も悪くなかったと思います。
「強い同志社を作って後輩にバトンを繋ぎます」石田さんが総
会でおっしゃったこの言葉、今でも覚えています。この言葉が
練習のモチベーションでした。谷間の世代と呼ばれないよう
に、少しでも結果を残せるように上を目指し続けました。コロ
ナ影響で思うように練習ができない時期もありましたが、イ
ンカレでは多くのクルーが入賞しました。昨年の戦績には劣
りますが「強い同志社」というバトンを何とか繋ぐことができ
たのではないかと思います。
　最後になりますが、監督、コーチ、OB・OGの皆さん、私の
ボート人生に携わったすべての方々に心より感謝申し上げま
す。ありがとうございました。
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　「ボート部に入って何を得たのか」とよく考えます。一言で
これだと言えるものは見つかっていませんが、それはたくさ
んの成長の中からどのひとつを言っていいのかがわからない
からです。
　ただ、ひとつ確信を持って言えることがあります。それは、
この４年間で成し遂げた何かの「結果」自体が自分を成長させ
てくれたのではなく、目標を追って試行錯誤を繰り返し、厳し
くやりたくないことにも取り組んできた「過程」こそが自分を
成長させてくれたということです。僕はボート部での数々の
取り組みの中でうまくいったことよりも敗北や失敗に終わっ
たことの方が多いと思います。いくら時間を費やしても、負け
るときは負けますし、一瞬にしてすべてがふいになることも
あります。しかし、その過程は無駄になりません。たった一度
の結果ですべてを失うほど、そこまでの過程で得たものはや
わではありません。たくさんのことを得て今の自分がありま
す。そうやって得たものは、いつか大きな結果になって返って
くると思っています。
　「無駄なことなんてひとつもなかった」。そう思いながら引
退できるように、後輩のみなさんも頑張ってください。僕も頑
張ります。４年間、本当にありがとうございました。

　「君めっちゃでかいやん!! ボート部とかどうや!?」
　この一言から始まった４年間のボート生活。最初は（まじで
なんやねん、このでかい人ら、こっわ）しか思っていなかった。
新歓が楽しかったので入部を決めたが、今になって言えるこ
とはただひとつ。「あの時の決断は間違えていなかった」。
　４年間を振り返って、正直しんどいことしかなかった。朝は
早いし、エルゴはきついし、気づけば手にマメできるし、果て
しなく筋肉痛やし、数え出すときりがない。パリピに憧れてい
た入学当初の自分はどこへいってしまったのか。しかし、この
４年間で得られたものは何事にも代えがたい一生の財産にな
ると確信している。しんどい練習をやり切ったことにより得
られた自信はもちろん、それ以上に先輩・後輩・そして最高の
同期といった、まさに「100人の家族」ができたことこそ、私に
とって最高の財産である。
　最後になりますが、今、引退して思うことは「同志社大学
ボート部って恵まれてたんやな」ということです。それは監
督・コーチ・OB、OGの皆さまに支えられてこそのことだと思
います。本当にありがとうございました。

桑田 大輝

グローバル地域文化学科アメリカコース
兵庫県立姫路東高等学校出身

HIROKI KUWATA

竹内　努

スポーツ健康科学部スポーツ健康学科
松本第一高等学校出身

TSUTOMU TAKEUCHI

高本 正之甫

法学部法律学科
高槻高等学校出身

SHONOSUKE TAKAMOTO

戸塚 駿斗

商学部商学科
群馬県立共愛学園高等学校出身

SHUNTO TOTSUKA

冨嶋 太地

法学部法律学科
奈良県立生駒高等学校出身

DAICHI TOMISHIMA

橋本 健太郎　

法学部政治学科
奈良県立奈良高等学校出身

KENTARO HASHIMOTO

中野 昂士

商学部商学科
山口県立宇部高等学校出身

KOJI NAKANO

長谷部 正也

法学部法律学科
岐阜県立長良高等学校出身

MASAYA HASEBE

　大学に入学した頃、まさか自分がボート部に入るとは思い
ませんでした。週６日、朝早く起きて朝練習をして、学校に行
き授業を受け、その後合宿所に戻り午後練習をする。学校から
合宿所に向かう電車が本当に苦痛でした。幾度も部活を辞め
たいと思いました。
　しかし、そんな自分でも大会に出場させてもらい、同期と１
位を取った時の喜び、0.1秒で負けて泣いた時の悔しさとさま
ざまな経験をすることができました。これは最後まで部活を
やり遂げたこそ味わえた貴重な経験だと思います。
　ボート部に入部し、部活を引退した今、ボート部に入ったこ
とが本当に正解だったと言える自信はありませんが、それで
も部活を3年半頑張って続けたという自信は、これから自分の
心の支えになると思います。
　多くの人に支えられてやり切ることができました。ありが
とうございました。

［4年間で印象に残っていること］
①原田さんの勧誘→僕が入部を渋っていたら原田さんが「た
まに女子の着替えとか見れるで」的なことを言われた時は
少し引きました。

②ナックルレガッタ→同期でエルゴが一番遅かったため一番
下のクルーになり、かなり悔しかったです。

③石田さんにガチギレされる
④はしけんさん近江舞子ヘッドロック事件
⑤米原駅のコンビニで野宿
⑥籠重さんにガチギレされる
⑦サードの鏡を割ってしまい、呪われる
⑧３年の朝日レガッタ→練習からクルーの雰囲気が良くてメ
ダルも獲れたので、本当に最高のクルーでした！

⑨はしけんさんのリトルおじいちゃん事件
⑩軍団の栄枯盛衰→加入？や脱退？、氷河期など色々ありま
したが本当に大好きな最高の仲間です！！！

　こんな世間知らずな田舎者を受け入れてくれた部員や指導
者の方々には感謝しかないです。特に同期にはたくさんの迷
惑をかけたと思います。それでも突き放さずに４年間関わっ
てくれたみんなは一生の財産です。ありがとう!!

　監督、コーチ、OB・OGの皆さま、４年間ご指導・ご支援いた
だき、本当にありがとうございました。私は「自分自身が活躍
して試合で勝つ」という思いを持ってボート部に入部しまし
たが、今となっては、その１回生の時の選択は間違っていな
かったと思っています。
　振り返ってみれば、あっという間に過ぎていった４年間で
した。勝った試合もあれば、負けた試合もあります。しかし、ど
の試合も自分自身を成長させ、学びを得ることができました。
私はどんな練習に対しても目標を持って取り組んできました。
試合で勝つためには、１回、１回の練習の積み重ねが大事です。
水上でのドリル練習や陸上での筋力トレーニングなどをひと
つとってみても、目標を持ってやるのと持たないのでは、結果
が大きく異なってくると考えています。どんなにきついメ
ニューでも、こなすことを考えるのではなく、何かひとつ目標
を決めてやることで、自分自身の成長を感じることができま
す。その積み重ねが試合での結果に繋がってくると思います。
　私はこの部を通じて、たくさんのことを経験できました。こ
れを無駄にすることなく、これからの人生を必死で進んでい
きたいと思います。４年間ありがとうございました。

　この４年間は自分と向き合い続けた日々でした。ボート部
時代のほとんどが上手くいかないことばかりでボート部での
思い出の８割、９割は苦しいものだった気がします。
　ボートという競技ほど自分に向き合う競技はないと思って
います。フィジカル、テクニック、そしてエルゴとすべてに数
字というはっきりとした数値が付いて回ります。エルゴと向
き合い、正解がわからず逃げ出したくなる日も何度もありま
した。でも、そんなボートは嫌いではありませんでした。乗艇
の時に漕ぎ方を少し変えると艇速や進み方が変わるボートは
一種の実験のような感覚があり、のめり込むことのできる競
技でもありました。また、正解がなく、自分にとって考える楽
しさを与えてくれるスポーツでもありました。
　これだけ自分が集中して競技をやってこれたのはOBさん
や監督、コーチの支えがあったからだと今になって気付かさ
れます。本当にありがとうございました。
　最後になりましたがこの4年間で関わってくださったすべ
ての方に感謝を致します。

　楽しかったなーの一言に尽きると思います。みんな個性が
強くて自由だけど、「勝ちたい」、この一点でまとまって一生懸
命に駆け抜けました。気持ち悪いくらい一緒に過ごして、笑い
あって、喧嘩して、泣いて、濃い４年間を過ごした大学生が他
にいるのでしょうか。
　もう筋肉痛に苦しむことも、エルゴメニューに怯えながら
電車に乗ることも、朝４時に起きて乗艇することもありませ
ん。嬉しいです。でも大人数のダイニングでご飯を食べること
も事務室で無駄話することもありません。寂しいです。現役に
は良いことも悪いこともすべて、今を楽しんでほしいと思い
ます。
　高校生の頃に思い描いていた大学生活とはかけ離れたもの
でしたが、思いがけず楽しい４年間でした。良い選択をしたと
１回生の４月の自分を褒めてあげたいです。ノリと勢いは大
事ですね。勉強の方は全くですが、みんなに出会えて、本気に
なれる場所に出会えたこと、私は運がいいです。これからも
イージーに生きていきたいと思っています。
　ボート部を支えてくれている関係者の方々、大変お世話に
なりました。ありがとうございました。

　今思うと、なぜ私が辞めずに最後まで続けられたのか不思
議です。入部後、一番に退部を決断したのは、私でした。合宿所
生活はやっぱり無理だと思って６月には退部を申し出ました。
その時は、先輩に引き留められて思い止まりましたが、正直、
最後までは続かないだろうと思いました。
　そんな私がなぜ卒部できたのか。ただ単にボート部という
組織に依存していただけという側面もあり、これは今後の私
の人生の課題です。しかし、それだけが理由ではありません。
やはり、人の支え、その支えに応えたい自分があったからこそ
ここまでやってこられたのだと思います。2000ttでこれまで
の人生でされたことのないくらいの応援をしてくれた仲間、
夜が明けぬうちから練習を支えてくれた、マネさん、トレー
ナーの皆、本当に感謝しかないです。そして、私にとっては、先
輩、同期、後輩皆が憧憬の的でした。あんなに辛く、困難な競技
に対しても、どこか楽しみを抱いて日々を積み重ねる皆が私
にとっては素敵でした。そんな仲間と過ごしたこの３年半の
経験は今後の私の人生に重要な道標を示してくれると思いま
す。その意味では、宝を得たと言えるのでしょう。
　今まで、本当にありがとうございました。
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　やり終えました。乗艇、エルゴ、筋トレと３年半の代わり映
えのない日々。日曜日と木曜日を楽しみにし続けた日々。楽し
みな明日など一度もなかったはずなのに、あっという間と感
じた３年半。待ちに待った引退生活のはずだったのに、味気な
く合宿所の温かさをどこか懐かしく思います。
　そう感じさせてくれるのも先輩、後輩、同期のボート部員の
おかげだと思います。ボート部は、拘束時間がとても長く、
せっかく京都の大学に来たのに、ほとんど滋賀県民として過
ごさざるを得ませんでした。ただ、京都府民の時以上に滋賀県
民の時の方が腹抱えて笑ったりさせられるなど、間違いなく
幸せでした。
　ボート部生活を終えた今、思うこととしては、こうした繋が
りに感謝です。祖父に憧れ入部した体育会。80歳になっても学
生時代の仲間とベロベロになるまで酒を楽しみ、昔を懐かし
み語らう。そんな姿に自分は憧れていました。
　親身になって関わっていただいた先輩や後輩、毎日４時に
目を半開きにし、同じ釜の飯を食い続け、風呂場で裸で語りま
くった同期。これからもよろしくお願いします、と言える人た
ちに出会えた繋がりに大変感謝しています。
　本当にお世話になりました。

　ボート人生に一片の悔いなしです。３年半の大学生活を終
えて自信を持って言えることです。平日の４時モーション。そ
して出席がある授業。さらに放課後のエルゴ。夜はYouTube。
できるだけ実家にいたかったオフの日。毎日が代わり映えの
ない日常でしたが、とても価値があるものだったと思います。
確かにハードではありましたが、その中で楽しさを見つけて
合宿所生活送っていたことは、充実した日常であったと実感
しています。
　引退して今、合宿所生活とかけ離れた日常を送る中で、ボー
ト部の良さに気づくことがたくさんあります。そのひとつに
先輩、後輩そして同期の仲間に恵まれていたということです。
思い返すと、楽しい時も苦しい時も仲間と共有して乗り越え
てきたように思います。私が最後まで継続して部活ができた
のも、仲間の存在が大きいのかもしれません。現役の時はなか
なか気付きにくいことではありますが、ボート部という特殊
な環境下だからこそ仲間との強いつながりができると思いま
す。まさにボート部の特権だと思っています。ボート部のつな
がりは引退した今も、いや社会人になっても一生の財産にな
ると思いました。

三木 貴博

経済学部経済学科
同志社国際高等学校出身

TAKAHIRO MIKI

涌羅 陽介

商学部商学科
兵庫県立星陵高等学校出身

YOSUKE YURA

本宮 秀梧

法学部法律学科
多摩大学付属聖ヶ丘高等学校出身

SHUGO MOTOMIYA

徳永 拓人

理工学部機能分子・生命科学科
大阪府立四條畷高等学校出身

TAKUTO TOKUNAGA

白水 亮兆

商学部商学科
福岡県立筑紫丘高等学校出身

AKIHIRO SHIROUZU

山本 百華

文学部英文学科
山口県立下関西高等学校出身

MOMOKA YAMAMOTO

福島 大智

経済学部経済学科
滋賀県立石山高等学校出身

DAICHI FUKUSHIMA

落合 萌々花

法学部法律学科
同志社国際高等学校出身

MOMOKA OCHIAI

　月並みにはなりますが、ボート部が活動するにあたって尽力し
てくださった監督並びにOBの方々にまずは御礼申し上げます。
　比類ない部員の熱量に押され入部したボート部でしたが、数え
きれないほどの特別な経験をさせてもらいました。
　合宿所生活では、ダイニングでのたわいのない話題や体育会の
ノリで盛り上がったりと、その空間にいるだけで安堵感や所属感
を与えてくれました。
　人生における多感な時期にたくさんの同年代の部員たちと関
わり、苦楽を共にできたことは懐かしく感じる一方で、ただの日常
がどれほど貴重な時間であったか、在籍時にも強く意識はしてい
たものの、引退した今、実感をもって感じられます。
　ボート部での生活は練習に限らず全方位的にハードなものを
強いられますが、だからこそ退屈せずに充実した日々を送ることが
できました。
　人生において自らの能力のなさ、不出来さに対する悔しさは
多々ありますが、その時々の自分にとってできる最大限の努力をし
てきた自負はありますし、懸命に取り組んできたことに対する後悔
は微塵もありません。
　目標に向かってひたむきに努力し、志を共にできる仲間たちが
いる環境で大学生時代を過ごせたことは僕にとって宝物です。

　私が同志社大学ボート部に入部した最大の理由はここで必死
に頑張れば必ず成長できると感じたからでした。そして長いようで
短かった３年半のボート生活を終えた今、間違いなく入部を決め
たあの頃よりもひと回りもふた回りも成長できたと感じています。
　ボート競技を通して心·技·体を鍛えるとはよく聞くことですが、私
は本当に偽りなくそのすべてを鍛えることができたと感じています。
　今まで経験したことがなかった集団生活、先輩方との飲み会、
飯準、雑用、日通、新歓、岩井さん、堀田さんの鬼畜メニュー、シング
ル１モーション２回ヘッド、終わりの見えない船のリギング、手のマ
メ…などなどそれらすべての経験が私の血となり肉となっています。
　もちろん辛いこともありましたが、それを上回る楽しみ、喜びが
あの生活にはありました。かけがえのない一生の同期、先輩、後輩
に出逢えたことが何よりも財産だと感じています。
　これからあの４年間を上回る経験、出会いがあるのかということ
だけが現在の唯一の不安です。
　これからボートに関わるかは分かりませんが、ここで出逢えた皆
さまとの縁は一生大事にしていきたいです。水は繋がってますから。
　4年間本当にありがとうございました。

　他人と比較し、自分の無力さを痛感し続けた４年間でした。
漕手時代のエルゴ値・技術面・精神面の弱さ、裏方を志願して
からの日々の仕事・漕手への関わり等。基本、苦しい・悔しい経
験ばかりが思い出されます。
　しかし、あの日常から離れるとなると寂しい思いです。
　なぜか。それはやはり、その度に支えてくれ、悩みを共感で
きる人の存在があったからでしょう。２年前のpvの言葉を借
りるなら、「兄や姉・弟や妹」といった家族以上の関係である部
員のおかげです。本当にありがとうございました。
　最後に、サポートに転向してから実感したことがあります。
それは、同志社大学ボート部の強さは現役生だけで成り立っ
ていないということです。その根源は、現役と同等もしくはそ
れ以上にボート部のことを考え、時間を割いていただいてい
る方々の協力があってこそです。監督・コーチ・幹事をはじめ
とするOB・OGの方々、本当に今までありがとうございました。
これからも弟・妹たちをよろしくお願いいたします。

　お世話になっております。COX兼会計を務めました白水です。
ボート部での４年間は私の人生の大きな財産です。
　ラストシーズンを駆け抜けたことは大きな経験となりまし
た。ラストシーズンにて、現在の２回生が上回生に追い付こう
と必死で練習をしていた姿が印象に残っています。そんな後輩
たちの直向きな姿を見て、入部当時の熱い気持ちが再び滾って
きたことを覚えています。ボートと本気で真っ直ぐ向き合った、
最高のラストシーズンでした。
　また会計として、貴重な経験をさせていただきました。特に
艇友会会計の林さんには大変お世話になりました。心から感謝
申し上げます。会計就任時に成し遂げると心に決めていた「現
役会計が自立する（艇友会の補助がなくても自走できる資金状
況の確立）」という目標の実現が、コロナによって頓挫した点の
み悔いとして残っています。今後会計に就任する後輩たちには、
ぜひ成し遂げていただきたいです。
　最後にOB・OGの皆さま、日頃より多大なるご支援いただき
誠に有難うございます。会計として皆さまのご支援の偉大さを
身に沁みて感じておりました。これまでと変わらぬご支援をい
ただけますと幸いです。４年間、有難うございました。

　とても濃い４年間でした。一言でいえば、きつかったです。
もちろん楽しかった時間もたくさんあったし、ボート自体は
好きだったけど、自由の少ない生活が私にとっては窮屈でし
た。１回生の時は特に上下関係や合宿所内でのルールが嫌い
で、朝早いのも寒いのも暗いのもほんとに嫌でした。雑用をさ
ぼっては怒られ、10時消灯が守れず怒られ、同期女子とも仲良
くなれず、大変だったことを覚えています。それでもなんやか
んやと４年間続けてこられるぐらいには、ボート部にも魅力
があったのでしょう。素敵な同期、先輩、後輩に恵まれました。
　私は１度も日本一を取ることはできませんでしたが、加古
川選考で負けたときの悔しさも、２シートをめぐってのイン
カレ選考での緊張も、初めて戸田で漕いだ時の感動も、最終日
に残れず応援席でレースを見ていた日のことも、関選で初優
勝した時の周りの人の笑顔も、ラストインカレで負けた時の
クルーみんなの涙も、たぶん一生忘れないと思います。
　でも、もうボートはやりません。ぼろ負けしたラストレース
の悔しさは、これから何か新しいことを始めるときの原動力
につなげます。今まで支えて下さった皆さま、本当にありがと
うございました。

　思い返すと入部から引退まで本当にあっという間でした。
言葉では言い表せないさまざまな感情を知った４年間でした。
１回生の時のワクワクした気持ちは長くは続きませんでした。
現実は厳しく、練習メニューも苦しく、逃げ出したくなったこ
ともありましたが、その度に多くの人に助けてもらいました。
直接ではなくとも、頑張る姿を見たり前向きな考えに触れた
りすることで自分を奮い立たせることができました。段々
レースで勝つ喜びや僅差で負ける悔しさを感じられるように
なり、それからは勝ちたい、と思い誰に何と思われようと自分
の信念を貫いてやってきたつもりです。大学から新たに競技
を始め、全てが初めてでひたすら悩み抜きましたが、水上で泣
いた日も明日こそ辞めようと思った日も今となっては懐かし
ささえ感じます。この４年間で、近年の同志社大学ボート部の
大きな成長の一端を少しでも担えていたら嬉しく思います。
　最後になりましたが、支えてくださったOB・OGの皆さま、
監督、中来田さんを始めとしたコーチの皆さま、大変お世話に
なりました。心から御礼申し上げます。
　今後の同志社大学ボート部のさらなる発展を祈っています。
　４年間本当にありがとうございました。



RIKISO vol.28 Doushisha University Rowing Club31 30

卒業生の言葉

　ボート部の新歓に足を運び、先輩方の熱意に憧れ入部を決
意したあの日から４年が経ちました。長かったです。辛かった
です。でも最後のインカレを終えた今、もう１年欲しい、４年
間じゃ足りないと痛感しています。私は日本一という夢を叶
えることはできなかったけど、ボートに出会えて良かったと
心から感じます。そしてボート部を辞めるという決断を下せ
なかったことを誇りに思います。
　私は同志社大学ボート部で大切な仲間に出会えました。特
に同期の女子漕手５人と糸魚川には、言葉では表せない感謝
の気持ちでいっぱいです。ナックルレガッタから始まり、加古
川、冬練、そして最後のインカレまで、笑いあり涙ありのたく
さんの出来事がありました。優しくて、面白くて、負けず嫌い
で、努力家のみんながいてくれたから、今の私があると思いま
す。４年間、一緒に戦ってくれて本当にありがとう。
　そしてお忙しい中、時間を削って足を運んでくださった
コーチや監督、どんな時も一番に応援してくれた家族に感謝
の気持ちを伝えたいです。ありがとうございました。

　約10年間の部活動生活がついに終わりました。いままで近
くでずっと応援し支え続けてくれた両親やご指導してきてく
ださったコーチ陣、監督、先輩後輩そして同期に感謝していま
す。ありがとうございました。
　私も強くなりたい、というぼんやりとした目標のなか練習
していた２回生の時。インカレで友人となった他大学の友人
が新人戦でメダルを勝ち取っていました。しかし友人が悔し
涙をずっと流し艇を洗っている姿を見て、自分のボートへの
気持ちの弱さを痛感しました。その姿が今でも忘れられず、
もっともっと上へいかなければいけないという気持ちと日本
一という目標が生まれました。
　今年はコロナの影響もあり思い描いていたラストシーズン
とはなりませんでしたが、中継を観て遠くから一喜一憂して
くれた仲間、友人、家族がいて最後まで支えてもらったシーズ
ンでした。今できるならダイニングでご飯を食べ、事務室でく
だらない話をずっとしていた日々に戻りたいです。心に誓っ
た日本一という目標は達成できませんでしたが、仲間と過ご
したかけがえのない日々は宝物です。
　ありがとうございました。

武安 玲佳

政策学部政策学科
同志社国際高等学校出身

REIKA TAKEYASU

永富 千尋

経済学部経済学科
福岡県立東筑高等学校出身

CHIHIRO NAGATOMI

谷　美緒

商学部商学科
同志社高等学校出身

MIO TANI

糸魚川 みどり

経済学部経済学科
北海道札幌旭丘高等学校出身

MIDORI ITOIGAWA

大垣 誠奈

政策学部政策学科
西宮市立西宮東高等学校出身

SEINA OHGAKI

木村 朱里

商学部商学科
同志社国際高等学校出身

AKARI KIMURA

　2020年10月25日。例年よりも2ヵ月も遅いインカレでした
が無事開催され、私のボート生活３年半の幕が閉じました。
　初めは兄からの勧誘でした。私の兄は同志社ボート部に所属
していたので、入学前から知っていました。兄から合宿所生活
や練習の厳しさを聞いていたので絶対にボート部だけはない
と思っていました。しかし気が付けばボート部の人の良さに魅
了され入部を決めていました。あとに何回も辞めたいと感じま
したが入部したことは一度も後悔したことがありません。
　月日が流れ、私が入部したときは80人ほどだった部員が130
人まで増え、主務として部を引っ張る役目を背負っていました。
主務になると今までとは違う視点が増え、目まぐるしい毎日を
過ごすこととなりました。ですがそれは決して苦ではなく、私
が部にいる意味ややりがいを与えてくれました。
　最後に３年半支えてくださった監督・コーチ並びにOB・OG
の先輩方本当にありがとうございました。またここまで一緒に
過ごしてきた後輩、そして最後まで信頼してくれた同期にも感
謝の気持ちでいっぱいです。楽しかったと一言で言い表せるこ
とのできない濃い３年半でした。仲間とこの思い出は私にとっ
ての一生の宝物です。

　まずは、４年間ご指導いただいた監督とコーチ陣の皆さま、
さまざまなご支援をしていただいた艇友会のOB、OGの方々、
本当にありがとうございました。私たちが、恵まれた環境の中
でボート競技に打ち込むことができたのは皆さまの支えのお
かげです。
　私は、高校時代にボート競技を始めました。しかし、７年間
の競技人生では、試合に出場することができても目立った成
績を残すことはできず、落ち込むことの方が多かったです。そ
して、ラストシーズンでは新型コロナウイルスの打撃を受け、
試合はおろか活動もできないなかでモチベーションの維持に
とても苦しみました。そして迎えたラストレース、決して準備
万端という状態で臨んだわけではなかったですが、とてもと
ても楽しかったです。最後のレースを終えた後は、清々しい思
いで引退をすることができました。その理由は、恵まれた同期
や後輩たちとボート競技に真摯に打ち込むことで「心技体」を
鍛えることができたという自負があるからだと思います。
　これからは、また各々が違った環境で新たなスタートを切
ることになりますが、この貴重な経験を活かし頑張っていこ
うと思います。本当に４年間、ありがとうございました。

　ボート部を通じて、本当にたくさんの出会いがありました。
心から尊敬する先輩方や、大好きな同期、かわいい後輩たちな
ど、本当に周りの人に恵まれ、充実した４年間を過ごすことが
できました。
　マネージャーという貢献度の低いポジションではありまし
たが、部活をより良くするために、自分ができることをたくさん
考え、悩みながらも、自分なりに一生懸命頑張る日々が、最高に
楽しかったです。頑張りが数字として表れるようなことはな
かったですが、それ以上に、人のためを思って何かをすること
の楽しさを、マネージャーという役職を通じて知ることができ
ました。この経験は、私にとって一生の宝物です。
　周囲の人に恵まれていたからこそ、このように感じることが
できました。この４年間、私と関わってくださったすべての方々
へ、いくら感謝してもしきれません。本当にありがとうございま
した。
　また、最後になりますが、私たちが日々活動するための環境
を整えてくださっていた監督、コーチ、OB・OGの皆さま方、本
当にありがとうございました。

　これまで私たちのボート部生活を支えてくださった皆さま、
お世話になりました。ありがとうございました。
　大学へ入学してすぐ先輩方に声をかけていただき、ボートな
んて全く知らなかった私に熱く話をしてくださいました。自分
では見られないような日本一という夢をマネージャーとして
選手をサポートすることで見てみたい、こんなにたくさんのマ
メを手に作って頑張っている人たちの力になりたい、そう思っ
て入部を決意したことを今でも覚えています。
　大変だということは覚悟していましたが、想像以上につらく、
厳しいことが多い４年間でした。もう辞めてしまいたいと何度
も思いました。それでも最後まで頑張ることができたのは、私
を信じていつも気にかけてくださった先輩方やそれぞれの立
場で頑張る部員の存在があったからです。マネージャーとして
選手や部を支える立場でありながら、誰よりもみんなに支えて
きてもらったと感じています。
　気の利いた後輩でも、頼りになる先輩でもなかったですが、
ボート部のマネージャーとして私らしく頑張りきれたことは
誇りであり、これからの糧になると思います。
　４年間本当にお世話になりました、ありがとうございました。

久保田 理々子

神学部神学科
埼玉県立熊谷女子高等学校出身

RIRIKO KUBOTA

小西 礼子

法学部法律学科
愛知淑徳高等学校出身

REIKO KONISHI

　私がボート部に入部してよかったと思うことは、たくさん
の出会いがあったことです。同期はもちろん、先輩や後輩、大
学や部活を超えた方との交流を通して自分自身成長すること
ができました。
　マネージャーという仕事は自身が結果を残すことはありま
せんでしたが、日々厳しい練習に励む漕手の近くでサポート
をすること・よりよいサポートのため試行錯誤することにや
りがいを感じていました。時にぶつかることもありましたが、
話し合いを重ね、部の勝利のために活動したことは私の財産
となりました。
　文章では書ききれないくらいにボート部の思い出はたくさ
んあります。楽しいことばかりではありませんでしたがボー
ト部に入部してよかったと心から思います。１回生の時の自
分の判断を褒めてあげたいです。
　最後になりましたが、私たちの活動をご支援くださりまし
た監督、コーチ、OB・OGの皆さま方、本当にありがとうござい
ました。

　私はマネージャーとして活動していた３年半に悔いはあり
ません。自分でも、部内では自由に振る舞っていたという自覚
があります。漕手やトレーナーと比較して身体的な自由は多
かったと思いますし、自分の好きなことややりたいことを十
分にできた３年半だったと思います。
　だからといってマネージャーの仕事を疎かにしたりはせず、
やるべきことはきちんとやり、自分なりに部のことを考えて
活動してきました。それを他人がどう思っているかはわかり
ませんが、個人的には満足しています。後輩の子たちがどう
思っているかもわかりませんが、自分が満足していて、大勢の
他人から文句を言われていたりしなければそれでいいと思っ
ています。だから、悔いのないよう今しかできないことは今の
うちにして、満足のいく状態で引退して欲しいです。
　みなさん頑張ってください。
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①学部・学科　②出身高校　③身長/体重　④来シーズンに向けてひと言

新４回生

① 商学部商学科
② 東海大学付属
    仰星高等学校
③ 172cm/70kg
④ 悔いない
    シーズンにする！

おき なか　とも  や

沖中 朋也

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 同志社香里高等学校
③ 166cm/66kg
④ 悔いのない１年

かい どう　 ゆう ま

階堂 裕真
① 法学部政治学科
② 同志社国際高等学校
③ 172cm/68kg
④ GO ONE MORE

  こ　もり　      けい

小森　京

① 文学部美学芸術学科
② 福岡県立筑紫丘高等学校
③ 170cm/69kg
④ ベストを尽くします

 い  もと　    ふとし

井本　太

① 社会学部社会学科
② 愛知県立千種高等学校
③ 167cm/77kg
④ 完全燃焼

いち かわ 　たく  ま

市川 巧真

① 法学部政治学科
② 香川県立高松西高等学校
③ 177cm/85kg
④ ぶちかます

たか   ぎ　  えい    じ

高木 栄次

① 法学部法律学科
② 石川県立
     金沢二水高等学校
③ 177cm/70kg
④ どんなときも
    あきらめません！！

とく まえ　りん   た   ろう

徳前 麟太郎

① 理工学部電気工学科
② 同志社香里高等学校
③ 175cm/72kg
④ シーズンに向けて
   もう負けません

おお  が　  たく  と

大賀 拓人

① 法学部法律学科
② 立教池袋高等学校
③ 167cm/73㎏
④ 精一杯頑張ります

たき もと　おう た

滝本 旺大【副将】

① 経済学部経済学科
② 栃木県立真岡高等学校
③ 176cm/75kg
④ 最大の戦力、最速の
    エイトを以て日本一を
    獲ります

黒須 脩太【主将】
① 商学部商学科
② 熊本学園大学
    付属高等学校
③ 181.9cm/78kg
④ 強い同志社の礎を築く

こ  じま　 ゆう た

小島 佑太【副将】

① 理工学部インテリジェント
    情報工学科
② 同志社高等学校
③ 167cm/77kg
④ 結果が出るまで
    やり続ける

にし  で　   はや  と

西出 捷人
① 社会学部メディア学科
② 滋賀県立膳所高等学校
③ 177cm/80kg
④ DURC1の
    メダルコレクター
    目指します

にし  むら　まさ ちか

西村 雅親

① 政策学部政策学科
② 同志社香里高等学校
③ 170cm/69kg
④ 限界突破

あん どう　あき  ひろ

安藤 亮裕

① 社会学部メディア学科
② 同志社女子高等学校
③ 156cm
④ 勝つべくして勝つ

やま もと　  さ    な

山本 紗奈【女子主将】
① 理工学部情報システム
    デザイン学科
② 大阪府立千里高等学校
③ 171cm/85kg
④ ベストを尽くします

ばん　    こう へい

伴　航平

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 大阪府立箕面高等学校
③ 156cm
④ 叶える

いし  かわ　 ゆ    き    の

石川 裕希乃

① 経済学部経済学科
② 金光学園高等学校
③ 173cm/80kg
④ 最後の最後まで諦めず
    やってきたことを
　　信じ抜きます！

ほり　      けい ぞう

堀　啓造

① 商学部商学科
② 秋田県立本荘高等学校
③ 156cm
④ 最高のチームで
    最高の結果を出す

いし  がき　　あ　い

石垣 愛衣【会計】

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 鹿児島高等学校
③ 159cm
④ ラストシーズン、
    後悔のないよう
    邁進します

まつ もと　 はる  か

松元 遥香

① 理工学部化学システム
    創成工学科
② 群馬県立
    太田女子高等学校
③ 162cm
④ 勝って終わる

おくばやし　すず  な

奥林 涼菜

① 政策学部政策学科
② 三重県立津高等学校
③ 169cm
④ 勝てる選手に成長する

たに もと　はる  か

谷本 陽花

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 中京大学附属
    中京高等学校
④ 自分ができることを
    着実に

やま  さき     ゆう り

山﨑 優有
【主務・トレーナー】

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 大阪府立春日丘高等学校
③ 162cm 
④ 後悔を残さないよう
    できることはすべてやる

み  しな　 ま    り     こ

三品 真里子

① 政策学部政策学科
② 関西大倉高等学校
④ 悔いを残さない

ほそ  かわ　  な    お

細川 奈央【COX】

① 法学部法律学科
② 兵庫県立星陵高等学校
④ 自分が取り組むこと
　 すべてを、部にそして
　 自分に繋げる

はる　た

春田 ひかる【広報】

① 政策学部政策学科
② 大阪府立清水谷高等学校
④ 先を見据えた行動

ほそ  かわ　  みず  き

細川 瑞姫
【主務・トレーナー】

① 法学部政治学科
② 兵庫県立御影高等学校
④ チームのために
   最良のサポートをする

ふじ もと　  み    く

藤本 美玖【広報】

① 商学部商学科
② 国立京都教育大学
    附属高等学校
④ 悔いのない
    ラストシーズンにします

やす おか　きょうか

安岡 京香
【統制・栄養衛生】

① 商学部商学科
② 宮城県立仙台南高等学校
④ 全員が後悔することの
    ないラストシーズンに
    するために全力で
    サポートします！

さ  とう　 はる  な

佐藤 遼奈
【体育会本部】

① 社会学部社会福祉学科
② 鳥取県立鳥取西高等学校
④ 部のサポートに尽力する

なか もり　   さ    わ     こ

中森 佐和子
【艇友会】

くろ   す　 しゅう た
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① 経済学部経済学科
② 福岡女学院高等学校
④ 部に貢献できるように
    努力します

いし  だ      ひ     な     こ

石田 比奈子【広報】

① 政策学部政策学科
② 香川県立高松西高等学校
④ 部の力になれるよう
    全力でサポートします

み　 たに    あや   の

三谷 彩乃【艇友会】

① 法学部法律学科
② 同志社女子高等学校
④ 貢献します

より   た     ふう   か

寄田 風花
【トレーナー】

① 神学部神学科
② 岡崎城西高等学校
③ 172cm/68kg
④ 肉体改造

たか   ぎ　  あゆ   ま

高木 歩真
① 社会学部社会学科
② 清教学園高等学校
③ 175cm/74kg
④ 戸田で勝つために
   パワーと技術を向上する

つね  ふじ　あき   と

常藤 壮人

① 法学部法律学科
② 大阪府立住吉高等学校
③ 176cm/78kg
④ 焦らず、奢らず、丁寧に

かき  やま　 ひろ   き

柿山 弘樹

① 政策学部政策学科
② 追手門学院高等学校
③ 173cm/73kg
④ 気持ちを切らさない

かた  やま　 なつ  き

片山 夏貴

① 法学部法律学科
② 徳島県立海部高等学校
③ 174cm/74kg
④ 自他ともに認める実力を

おか もと　    のぼる

岡本　登
① 法学部法律学科
② 同志社国際高等学校
③ 182cm/74kg
④ 勝ちまくる

おち あい　 こう  だい

落合 航大

① 文学部国文学科
② 鹿児島高等学校
③ 172cm/70kg
④ インカレで順位をつける

かみ はた　ゆう   た   ろう

上畠 勇太郎
① 経済学部経済学科
② 桃山学院高等学校
③ 184cm/83kg
④ 誰よりも強くなります

かみ  がき　 ただ  まさ

神垣 忠政

① 法学部法律学科
② 報徳学園高等学校
③ 168cm/72kg
④ 積小為大

 こ   にし　  たつ  や

小西 辰弥
① 経済学部経済学科
② 山口県立徳山高等学校
③ 173cm/72kg
④ エルゴを伸ばす

こう   だ　  なる   と

神田 成仁
① 経済学部経済学科
② 同志社高等学校
③ 178cm/82kg
④ 勝つ

  こ   もり　 かず  き

小森 一毅

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康学科
② 和歌山県立桐蔭高等学校
③ 172cm/66kg
④ 美の追求

ふじ  き     たか   や

藤木 貴也

① スポーツ健康科学部
　 スポーツ健康科学科
② 同志社高等学校
③ 159cm
④ 強くなります

たに もと     み    い    な

谷本 美伊菜

① 政策学部政策学科
② 同志社国際高等学校
④ 自分が今できることを
    全力で

やま かわ     け    い     か

山川 慶衣果
 【トレーナー】

① 経済学部経済学科
② 暁星高等学校
③ 181m/80kg
④ 悔いのない
    勝負の 1年に！

なが まつ

永松 サムエル

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 静岡県立浜松北高等学校
④ 極楽鳥花

うち やま       みどり

内山　碧【COX】

① 商学部商学科
② 同志社高等学校
④ 強くなります

 た   ばた    あや   な

田畑 綾奈
【トレーナー】

① 経済学部経済学科
② 同志社国際高等学校
③ 172cm/72kg
④ 努力し続ける

まつ かわ   かず  き

松川 知生
① 法学部法律学科
② 佐野日本大学高等学校
③ 177cm/72kg
④ ボートに没頭する

三沢 康太郎
 み  さわ   こう   た   ろう

① 法学部法律学科
② 福岡県立育徳館高等学校
③ 163cm/58kg
④ 順位つけます

山本 歩武【COX】
やま もと    あゆ   む

① 商学部商学科
② 熊本学園大学
    付属高等学校
③ 163cm/67kg
④ 結果を出す

おか  べ　   てっ さい

岡部 哲斉

① 社会学部産業関係学科
② 奈良県立平城高等学校
③ 183cm/89kg
④ リベンジ

いそ もと　 はや  た

磯本 迅汰

① 理工学部電子工学科
② 滋賀県立彦根東高等学校
③ 168cm/68kg
④ インカレで順位つけます

おお はし　ぎん  じ

大橋 吟次
① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 宮城県立
    仙台第一高等学校
③ 162cm/60kg
④ 日々成長する

おお   え　 あき  のり

大江 彰紀

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康科学科
② 広島県立
    広島観音高等学校
③ 159cm/65kg
④ インカレで漕ぐ

えん どう　 ひろ まさ

遠藤 寛昌

新 3回生

①学部・学科　②出身高校　③身長 /体重　④来シーズンに向けてひと言



RIKISO vol.28 Doushisha University Rowing Club37 36

現役部員紹介2021年度

① スポーツ健康科学部
    スポーツ健康学科
② 高槻高等学校
③ 167cm/61kg
④ 必死でがんばります！

はし もと    なお  と

橋本 直人

① 商学部商学科
② 兵庫県立洲本高等学校
③ 180cm/74kg
④ 次こそは、
    インカレA決勝、そして
     優勝します。

福條 武琉
ふくじょう たけ   る

① 社会学部社会福祉学科
② 名古屋高等学校
③ 174cm/63kg
④ 先輩に追いつく

か  とう    まさ  たか

加藤 雅隆

① 文化情報学部
    文化情報学科
② 兵庫県立須磨東高等学校
③ 179cm/65kg
④ 全力で頑張ります

なか むら    まさ みち

中村 柾道
① 社会学部産業関係学科
② 東山高等学校
③ 174cm/82kg
④金メダル取ります！

はやし そう  いち ろう

林 颯一郎

① 経済学部経済学科
② 同志社高等学校
③ 176cm/61kg
④ 大会メンバーに
    選ばれるように
    頑張ります

いし  だ     かず  き

石田 和己

① 文化情報学部
　 文化情報学研究科
② 高槻高等学校
③ 167cm/56kg
④ ボート初心者ですが、
    周りに負けないように
    必死に頑張って
    いきたいと思います！

まえ  だ     ゆう   た

前田 悠太

新２回生

① スポーツ健康学部
    スポーツ健康学科
② 東京都立新宿高等学校
③ 152cm
④ 学んだことをすべて
　 吸収し、毎日成長できる
    ように努力します

うち   だ      ま     ほ

内田 真歩

① 商学部商学科
② 北海道
    札幌東商業高等学校
④ 部の力になるよう
    成長する

はたけやま   れい  か

畠山 麗香
【マネージャー】

① 法学部政治学科
② 同志社国際高校
④ 皆さんの力になれるよう
    一生懸命サポートします

たに 　　 あり   さ

谷　有紗 
【トレーナー】

① 法学部政治学科
② 同志社女子高等学校
④ 部の目標達成のために
    精一杯サポートします

みや もと     あ    や

宮本 彩矢
【トレーナー】

①学部・学科　②出身高校　③身長 /体重　④来シーズンに向けてひと言



RIKISO vol.28 Doushisha University Rowing Club39   38

コーチングスタッフ紹介

　2020 年シーズン当初は、大学の強化クラブ指定の追い風を受け、男子エイト、女子クォ
ドルプルでの最高の結果をと意気込みましたが、コロナ禍以降は大きな方針転換を余儀なく
されました。「感染を防ぐこと」「すべての選手に出場機会を」「できるだけ多く選手が勝ち
残る」ことに主眼を置き、この難しい時代に大学でロウイングができる喜びを感じられる運
営を心掛けました。
　新しい期に入りましたが、今なお新人の勧誘、合宿生活の運営、練習時間の確保、試合出
場などで多くの活動で制限が続いています。耐え忍び、知恵を絞り、できる範囲での最高の
結果を追いつつ、この時代だからこそ有為な人材を輩出できるよう指導に専念していきたく
思います。

監督

武田 知也

　いつも艇友会の皆さまには、ボート部の活動のみならず、現役生の就職活動支援など、いろいろな側
面から温かいご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。また、今年度は、合宿所で食事を提供できなかった
ため、艇友会のみなさまから、多くの食料等を差入れしていただき、本当にありがとうございました。
　2020年度は、コロナ禍での活動となりました。新型コロナウィル感染拡大防止対策として、4月から
3ヵ月間、12月から1ヵ月間の2度にわたる活動停止、朝日レガッタ、関西選手権、オックスフォード盾レ
ガッタの中止という、現役生にとっては、思う存分にボートを漕ぐことができずに１年が終わってしまい
ました。とりわけ、大学生活最後の年となる４年生にとっては、「なぜ今年なの？」と本当に残念に思った
ことでしょう。
　しかしながら、そのような制約があるなかで、現役生は、そのような環境に対応し、そこでできることを
「自ら考え、自ら行動」したのではないでしょうか。３密の状態になる合宿生活で、誰が感染しても誰の責

任でもないとしても、クラスターがボート部内で発生しなかったことは、褒めてあげたいことです。これも、感染者が出ればボートが漕
げなくなるという現役生のボートに取り組む真摯な姿勢、意欲の表れではないでしょうか。そのような志の高い現役生を誇りに思い
ます。このように現役生を導いてくださった艇友会会長、幹事会をはじめ艇友会のみなさま、現場でご指導にあたっていただいた監
督、コーチに心より感謝申し上げます。
　2021年度はどのようになるのかわかりません。新入生の勧誘活動も制約があり、また一からのスタートとなるかもしれません。し
かし、このような状況だからこそ、自らの目標・目的を達成するために「自ら考え、自ら行動する」という姿勢が必要になってくると思い
ます。きっと現役生はこの困難な壁を乗り越え、成長してくれるものと期待しております。
　艇友会の皆さまには、どうか今後ともなお一層のお力添えを賜りますことをお願い申し上げます。

同志社大学体育会
ボート部 部長

志賀  理

コーチ

原　一雅

　同志社艇友会員の皆さま、保護者の皆さまには日頃よりボート部に対しましてご支援ご協
力をいただきありがとうございます。
　2020年は、大学生活や合宿にも多くの制限がかかり練習もままなりませんでしたが、イン
カレでは順位を付けたクルーも多く、オフシーズンのトレーニングの有効性と地道な自主ト
レの成果があらわれた特別な年となりました。
　2021年シーズンに向けて、選手はもう一度基礎から身体を作り直し、基本に忠実にローイ
ング技術を身につけること。
　また、サポート陣も含めた現役部員全員が普段の生活から当たり前のことを当たり前にで
きる一人の人として、シーズン目標を達成できるよう期待を込めて支援していきます。

　コロナ禍で、選手たちの我慢が絶えなかった2020シーズンも終わり。コーチの関わりや在
り方を自問自答しながら、指導者向け推奨映画であった『ビリギャル』をようやく鑑賞…
　この作品にあまり期待もせず先延ばししていたことを猛省、もっと早く観るべきでした…
　「ダメな人間（選手）などいません、ダメな指導者がいるだけなのです！」
　他にも多くのセリフが心に刺さり、指導者としての在り方に魅せられ、何度も画面がぼやけ
てしまいました（笑）
　「意志あるところに道は開ける！」
　どんな状況にあっても、同志社の威信をかけて、部員一人ひとりがボート部生活を豊かに過
ごすために、これからもみんなで成長のギアを上げていきましょう！

コーチ

小原 隆史

コーチ

岩井 雄史

　同志社大学漕艇部は2020年のインカレにてフルエントリー（男子７種目、女子５種目）を
果たした。同様にフルエントリーした大学は仙台大学のみである。同じ私立大学であり、セレ
クションで選手を獲得している点も共通しているが、戦績は大きく異なった。活動自粛になる
前日の2020年３月31日のエルゴ2000ｍTTの結果は、インカレでの活躍を期待させる内容
だった。しかし、この勢いは自粛期間で失われてしまった。大学からの練習制限も復活を制限
させた。この４ヵ月の取り組み方の差が仙台大学との差になったのではないだろうか。この悔
しさは来年のインカレで晴らす。６分30を切るメンバーで、エイトで出艇させる。そう目標を
立てて2021年のインカレに向けたオフシーズンが始まった。

コーチ（新人指導）

杉藤 洋志

　引き続き新人コーチを務めます杉藤です。2020年シーズンは新人教育の機会がほとんど
なく、アドバイザーとしての立場で複数の上位のクルーとも関わったシーズンでした。厳しい
条件の中でクルーはよく頑張ったと思う反面、私のような立場であるからこそ見える課題も
よく見えたシーズンでした。今後、より有効なアドバイスを現場の選手たちや若手のコーチた
ちに提示できるよう、さらに努力してまいります。同志社ボート部の飛躍の一翼を担うことが
できることを喜びとし、チームに貢献したいと考えております。

　2020年シーズンもリガーを務めました大越です。今年で３年目、ご存知の通りコロナ禍に
よって大半のレースは中止、最重要レースであるインカレも９月初めが10月中旬の開催と、
これまでにないシーズンとなりました。そんな中でも不変だったのは、選手はオールを漕いで
艇を少しでも速く進める競技であること。またそれを支える適正なリギング値、そしてそれを
維持しておくことが不可欠なことも。厳しい制約下にありましたが選手たちはベストを尽く
し、結果多くのクルーが最終日にレースすることができ、機材における不確定要素をなくすと
いう責務は果たせたかと思っています。来年こそエイトでの良い報告ができるよう、引き続き
サポートをして参ります。

リガー

大越 将洋

コーチ

堀田 裕希

　３月のエルゴ2000mタイムトライアルでは、多くの選手が自己ベストを更新し、今後の成長が期待され
ましたが、その後、４月に全体での活動が自粛となり、満足にトレーニングを積むことができませんでした。
　７月に人数や時間の制限付きで合宿生活が可能となりましたが、同志社のような大所帯にとっては人
数制限の影響は大きく、思ったように体力が回復しませんでした。
　しかしながら、そんな中でも何とか練習時間を捻出しようと、選手とスタッフが創意工夫しながらスケ
ジュールを考える姿が非常に誇らしく、組織としての強さを改めて感じることができました。
　このコロナ禍で生まれた組織としての強さを活かし、まずは冬季で低下した体力を徹底的に鍛え直し
ます。春にはひとまわり大きくなった同志社クルーをお見せできると思いますのでご期待ください。そして、
変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。

女子コーチ

中来田 悠介

　女子部コーチを担当しております、H29年卒中来田です。
　今年のインカレの成績としましては、３艇がB決勝、１艇がA決勝に進出することができ、昨
年以上の成績を残すことができました。しかし、目標であったメダル獲得とはならず、さらなる
成長が必要であると実感しています。
　2021年は昨年と変わらずインカレでのメダル獲得を目標としています。現状、目標達成のた
めには体力面（エルゴ値）の向上が特に重要なので、そこに力を入れていこうと思っています。
　女子部の状況として、新型コロナウイルスの影響で新人勧誘ができず人数が大幅に減ってい
ますが、その分少数精鋭のチームになるよう努力して参ります。
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コーチ

山岡 彩加

　部員のみなさん一人ひとりの「アスリート／サポーターとしての自覚ある行動」、ここに同
志社ボート部の強みがあると感じます。私自身がメディカル／ケア部門コーチとして関わら
せていただき３シーズン目となりますが、選手・トレーナーはじめ部員のみなさんには「自分
のケガは自己責任である」というアスリートとしての覚悟と、然るべきタイミングで然るべき
専門家の声を聞き入れる素直な姿勢があります。その「覚悟と素直さ」を「強さ」に繋げること
が自分の仕事と心得、まずは選手のみなさんがケガをしないよう、もしくは、ケガをしてし
まったとしてもさらに「強く」なって競技復帰できるよう、今シーズンも対応に努めてまいり
ます。

コーチ

山口 弘人

　昨年度はさまざまな困難がありました。
　その中での収穫は、現役部員は心の底からボートが好きなんだということです。
　山田主将を始めとした学生幹部の頑張りも含め、コロナ禍の退部者0人は誇れることです。
　今年も変わらず僕の役目は、大所帯になった歯車を噛み合わせて、最大の成果を生み出すこ
とです。
　個のレベルアップを強化するチームの方針と矛盾するようですが、両立の鍵は目的意識を
持ったコミュニケーションです。スキル、マインドを昨年より一段階上げて、真の意味での強
豪になるために取り組んで参ります。今年は創部130周年です。過去の先輩方の想いも乗せ
て、チームスローガン『威信』をコーチとしても体現して参ります。

令和２年度 ボート部にご支援いただいた皆さま
いつもご支援ありがとうございます。来年度もよろしくお願い申し上げます。

※敬称略　※艇友会費を納入いただいた方および寄付金をいただいた方を掲載しています。

平成30年卒
松本 直弥
能勢 政典
阿部 正典

糸魚川 宗志
大森 健太
奥谷　翔
宮田 將平
星野 夏貴
佐武 宏哉

槇田 颯一郎
松坂　滉
古賀 寛之
三井 敏匡
村田 真哉
北野 裕樹
西川 修眞
桑原 康彰

黒田 宗一朗
高瀬 絵留萌
近藤 晴子
前田 真奈

田口 夕侑乃

令和元年卒
石田 大知
藤原 駿也
久保　剛
籠重　航
櫻間 達也
澤　駿太
木村 俊樹
原田 遥大
岡本 晃壽
高野　敦
大谷 文則
末次 真夏
西田 樹乃
齋藤 暢子

二神 こころ
大下 瑞季
園　美沙都
竹内 祐希
山本 瑠依

亀井 美紀子

令和２年卒
藤原　嵩
中村　魁
大谷 鋭周
安藤 優作
大慈 智哉

山本 幸之介
中澤 正浩
神宮 健輔
清水　諒
大谷　大
藤岡 天翔
生駒 宏武
田川 凌大
山口 弘人
藤本　亮
福井 彩夏

宇佐見 侑紀
竹本 咲良

光田 真美子
八木 鞠菜
毛利 宣子

日花 奈々子
福島 沙帆
大田 彩葉

平成２年卒
朝倉 伸二
石橋 雅信
坂本 竜一
島田 恭典
配川 隆司
北村 正樹
朝倉 優子

平成３年卒
乾　健治
重松 健一
榊原 雅也
佐藤 将人
津嶋　泰
三上 和彦
安達 祥子
小原 隆史
杉山　伸

平成４年卒
谷 昌二郎
小林 重之
小田切 拓
加藤　康
功力 英俊
勝本　肇
吉田 拓生
米山 尚吾

平成５年卒
原田 昌彦
井上 賢二
内田 琢也

平成６年卒
押領司 哲也
喜多 栄太

余谷 有紀枝
松城　敬
堀内 昭宏
木内 良典
中澤 郁男
中西 孝夫
竹内 秀暢
藤井 啓宏

平成７年卒
佐伯　明
伊藤　崇
小吹　悟
藤牧 宏彰

平成８年卒
岡本 和彦
小林 賢史
武田 知也
渡辺 将常
山川　優
山田 寛幸
薄　真理
高橋　彩
木原　聡
白田 圭助
吉野 光治

平成9年卒
奥　哲史
渡辺 綾子
藤井 周子
岡　将行

昭和56年卒
池谷　晋
荒山 元秀
細見　博
中住 慎一
野瀬 正治
内海 久俊
中辻　努

昭和57年卒
目片 雅喜
森　保二
林　圭介
林田 尚之
久保 智之
山本 健也
松山 厚志
永野　巌

昭和58年卒
小森 進治
和田　学
松田 弘一
阿部 和久
田中 秀昭
高山 一也
貝賀 俊之
明石 逸二

昭和59年卒
米村 康弘
河南 潤治
谷口 幸一
作間 秀樹
松本 収平

昭和60年卒
伊藤　寛
石鍋 寿久
矢野 英明
小森 康充

昭和61年卒
高下 康治
磯田 秀樹
谷川 真司
中村 俊裕
安田 智雄
安田 克裕

川崎 五代嗣

昭和62年卒
樋口 健一郎
屋久 浩典
藤田 哲哉
志賀　理
奥谷 勇人

昭和63年卒
阿江 克彦
原　一雅
斎藤 繁明
平松 靖之

平成元年卒
関谷 晴彦
石田 政隆
井上 周一
大島 昭子

昭和28年卒
寺元　弘

昭和33年卒
八神 弘雄

昭和38年卒
中村 泰博
三津　誠
橋本 尚吾

昭和39年卒
中原 克巳
加野 豊司

昭和40年卒
石本 君夫
廣田 恒夫

昭和41年卒
大宮　久

昭和44年卒
松平 忠正

昭和45年卒
新井 喜範
清水 正俊
村井 富雄
小林　徹

昭和46年卒
稲垣 茂春

昭和47年卒
横山 基嗣
下津　進

昭和49年卒
花森 節夫

昭和50年卒
宮地 信行
鎌田　博
植野 誠之

昭和51年卒
武尾　豊

昭和52年卒
荻野 義明
中野 貴夫
矢島 正恒
馬杉 淳一
河畑 宜伸

昭和53年卒
桶田 英俊

昭和54年卒
木村 俊雄
高橋 正樹
村田 市郎
小笠原 司
藤井　浩

昭和55年卒
水野 正成
玄道 秀則
桜井 隆夫
井頭　感
小関 隆一
益田 秀仁

平成10年卒
有馬 誠生
石橋 欣也
岩田 勇人
澁谷 一郎
高橋　功
岡前 秀彦
内藤 竜一
古川 顕生

平成11年卒
中島 千尋

平成12年卒
若杉　圭
高橋　輝

平成13年卒
井口 順太
銭谷 剛志
吉田　亮
高橋 弥紀
高橋　毅

平成14年卒
山田　篤

平成15年卒
赤尾 宣彦
木口　学

平成16年卒
今東 俊雄

中村 洋太郎
松尾 智之
村井　亮
堀内 康武

平成19年卒
角谷 明彦
高寄　崇
中村 周作
古谷 礼子

平成20年卒
可児 怜史
勘田 泰邦
津村 一平
片岡 勇人

平成21年卒
川口 正嗣
瀬川 敏克
有木 良輔
金野 裕輝
河合 弘貴
川渕 智貴
内藤 毅人

北野 万里香

平成22年卒
大沼 茂彬
佐藤 勇樹
千原 第資

平成23年卒
福重 太郎
今井 文美
西本 孝志
西岡 成美
田中 克弥
園田 真大
今関 将太

菊池 修一朗
森福 将之
木下 啓史
打它　晃
木下 伸也

池田 ひかる

平成24年卒
関本　駿
畑田　聖

中村 康治郎
濱島 昌輝
千原 奈美

平成25年卒
鈴木 直道
中田 幸祐
谷田 浩毅
南出 貴裕

平成26年卒
池本 雅基
万木 恭介
檜垣 聡志
谷井 沙衣

平成27年卒
日比野 聖司
君和田 剛大
佐藤 拓朗
太田 圭祐
丸尾 拓也
川村 佳苗
乾　奈々
新垣 彩実

平成28年卒
今冨 圭一
中小路 悟
中小路 悠
平井 貴大
川野 由季
政井 克哉
大隅 清貴
山田 高輝
葉山 顕祥
松村 啓介
勝島　愛

平成29年卒
田井 哲朗

中来田 悠介
津田 邦泰
平田 耕一
阪　悠樹

enjoy rowing！
OBの皆さん
生涯スポーツとして
楽しむボートを漕ぎませんか

ワイルドローバーローイングクラブ

ご連絡お待ちしています
林田 尚之 fatbob_nao@yahoo.co.jp

喫茶・お食事

TEL/FAX (077)532-6935

サイフォンで淹れる
コーヒーと、味わい深い
白金豚のお料理は
いかがですか？

〒520-2132
大津市神領３丁目21-19　金子野和第１ビル1F



喫茶・お食事

　
日
頃
よ
り
ボ
ー
ト
部
に
温
か
い
ご
支
援
、ご
声
援
を

賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。『
力
漕
』第
28
号
の
制

作
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
新
4
回
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
春
田
ひ
か
る
と
申
し
ま
す
。こ
の
度
は『
力
漕
』を
ご

清
覧
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
は
想
像
も
し
な
か
っ
た
１
年
に
な
り

ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
の
影
響
を
受

け
、
長
期
に
渡
る
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
へ
の
、や
り
場

の
な
い
も
ど
か
し
さ
を
何
度
も
味
わ
い
ま
し
た
。し
か

し
そ
の
よ
う
な
中
だ
か
ら
こ
そ
、
大
切
な
こ
と
に
改
め

て
気
づ
き
ま
し
た
。そ
れ
は
「
同
志
社
ボ
ー
ト
部
が
た

く
さ
ん
の
人
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
」と
い

う
こ
と
で
す
。食
事
提
供
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
、
補

食
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
た
際
に
は
、
非
常
に
た
く
さ

ん
の
方
々
か
ら
サ
ラ
ダ
チ
キ
ン
や
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
栄

養
補
助
食
品
、
お
菓
子
な
ど
が
届
き
ま
し
た
。一
時
は

事
務
室
を
占
領
す
る
ほ
ど
の
数
が
届
き
、皆
さ
ま
か
ら

の
応
援
の
お
気
持
ち
を
、
身
を
も
っ
て
実
感
い
た
し
ま

し
た
。皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
担
当
者
と
し
て
今
回
の
『
力
漕
』
で
伝
え
た
い
テ
ー

マ
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は「
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
見
て

も
ら
う
」
で
す
。昨
年
の
大
会
は
全
て
無
観
客
で
の
開

催
と
な
り
、
部
員
の
活
躍
す
る
姿
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
逆
に
、普
段
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え

ま
し
た
。遠
征
の
密
着
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
紹
介

の
特
集
は
そ
ん
な
想
い
を
込
め
て
作
成
し
て
お
り
ま

す
。戦
績
に
つ
き
ま
し
て
も
、全
大
会
、全
ク
ル
ー
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
逆
境
に
負
け
ず
、努

力
し
続
け
た
部
員
の
姿
が
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
私
事
で
す
が
、昨
年
度
に
引
き
続
き
２
年
連
続
で
部

誌
制
作
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、今
回
の
部
誌
で
最

後
と
な
り
ま
し
た
。部
誌
制
作
を
通
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
私

に
と
っ
て
こ
の
部
誌
制
作
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。広
告
掲
載
を
快
く
承
諾
い
た
だ
い
た
協

賛
企
業
の
皆
さ
ま
。制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
。私
の「
こ
う
い
う
部
誌
を
作
り
た
い
！
」と
い
う

気
持
ち
を
尊
重
し
て
下
さ
っ
た
監
督
。毎
年
部
誌
を
楽

し
み
に
し
て
下
さ
る
Ｏ
Ｂ
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
。そ
し

て
部
員
の
皆
。部
誌
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
も
、

毎
日
本
気
で
懸
命
に
ボ
ー
ト
に
打
ち
込
む
皆
が
い
る

か
ら
で
す
。マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
部
を
支
え
て
い
る

つ
も
り
が
、
私
自
身
が
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
人
に
、
た
く
さ
ん
の
場
所
で
支
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
は『
力
漕
』で
す
。

制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
は
じ
め
、
ボ
ー
ト

部
に
関
わ
り
の
あ
る
す
べ
て
の
方
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
度
も
、今
年
度
を
超
え
る
飛
躍
を
目
指
し
、部

員
一
同
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ぬ
ご
声
援
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
４
回
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
春
田 

ひ
か
る

編
集
後
記

同志社艇友会の皆さん、そしてボートを愛する全ての皆さんへ

営業力強化研修をご提案します！

小森コンサルティングオフィス
http://www.giantkevin.com           yasumitsu.komori@gmail.com

代表：小森 康充（昭和60年同志社大卒）

この度、同志社大学ボート部 OB が中心となって、瀬田を拠点にエイト艇を所有し、多くの人々が気軽にいつでもエイ
ト乗艇を楽しめる環境をつくり『漕縁』を広めることを目的として、一般社団法人ワイルドローバーローイングクラブ
（WRRC）を設立し発進いたしました。
北海道、関東、関西、全国に仲間がいます。一緒に漕ぎましょう。お気軽に連絡ください 。

研修実績：大阪府庁、東京都庁、キッコーマン、野村證券、大塚商会、日本生
命、富士通、NEC、 日本経済新聞社、パソナ、大阪ガス、三菱UFJ銀行、ロー
ソン、SMBCコンサルティング、他 

プロフィール：P&G等外資系企業で20年間の営業キャリア、その後神戸学院大学で客
員教授に就任、 2009年に営業力強化コンサルタントで独立。現在はビジネス社会の勝
利と成功をサポートするため企業研修を年間150回実施している。著書に「スベらない
商談力」「リーダー３年目からの教科書」等

【連絡先】
林田 尚之（昭和57年卒）
携帯：080-6172-1104
メール：fatbob_nao@yahoo.co.jp
石橋欣也（平成10年卒）
携帯：090-8346-1574
メール：wmrpt31414840116@gmail.com
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メールURL
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